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村
役
場
に
お
い
て
、「
適
正
飲
酒
推
進
優

良
事
業
者
認
定
証
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
今

帰
仁
自
動
車
学
校
（
玉
城
文
雄
代
表
）
に
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
警
察
署
管

内
で
は
、
初
め
て
の
認
定
で
す
。

　
本
事
業
は
、
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
の
一
環
と

し
て
、
適
正
飲
酒
事
業
を
自
主
的
・
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
優

良
事
業
者
認
定
証
を
交
付
し
、
飲
酒
に
絡
む

事
件
・
事
故
の
な
い
地
域
社
会
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
自
動
車
学
校
は
、
毎
朝
の
職
員
の
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る

生
徒
へ
の
啓
発
が
評
価
さ
れ
交
付
。
玉
城
代

表
は
「
積
極
的
に
適
正
飲
酒
推
進
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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適
正
飲
酒
推
進

優
良
事
業
者
認
定
証
交
付
式

【写真】山内 浩署長（左端）と喜屋武 治樹
村長（左から２番目）から認定証を交付され

る玉城 文雄代表（左から３番目）

　
１
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
、
第

59
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
展
（
県
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
）
が
恩
納
村
博

物
館
に
て
行
わ
れ
、
絵
画
に
工
作
、
写
真
、

書
道
な
ど
６
部
門
で
２
５
５
点
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
作
品
の
う
ち
４

点
は
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
方
々
の

受
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
、
２
月
19
日
に
は

村
長
を
訪
問
し
、
報
告
し
ま
し
た
。　

受
賞
し
た
具
志
堅 

信
夫
さ
ん
は
「
楽

し
み
な
が
ら
作
っ
た
作
品
が
賞
を
受
け
、

と
て
も
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く

頑
張
り
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
報
告
を

受
け
た
喜
屋
武
村
長
は
「
今
回
は
４
点

も
の
受
賞
が
あ
り
驚
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
制
作

し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
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県
身
体
障
害
者
福
祉
展
で
４
作
品
が
受
賞
！

【写真①】
工作部門金賞「かんから三線立て」の具

志堅 信夫さん（左から３人目）審査員賞

「木の時計」の仲宗根 宗彦さん（左から４
人目）、陶芸部門銅賞「シーサー」の比嘉 

清光さん（左から2人目）
【写真②】
絵画部門金賞「ベルパライソ風景」の伊

佐 眞昭さん（左から３人目）

　
日
本
損
害
保
険
協
会
が
主
催
す
る
「
第
16
回 

小
学

生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
、
北
山
学
童
に
通
う
児
童
の
応
募
し
た
２
作
品

が
、
両
方
と
も
入
選
を
果
た
し
、
村
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
２
千

５
４
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
１
０
０
作
品
が

入
選
。
北
山
学
童
児
童
の
手
作
り
作
品
「
ぼ
く
・
わ

た
し
た
ち
が
作
る
マ
ッ
プ
（
今
泊
地
区
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
・
防
犯
マ
ッ
プ
）」「
わ
た
し
た
ち
が
作

る
安
心
マ
ッ
プ
（
仲
宗
根
地
区
を
対
象
と
し
た
地
震
・

津
波
防
災
マ
ッ
プ
）」
の
２
点
の
両
方
が
佳
作
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
我
那
覇 

煌
さ
ん
（
今
小
６

年
）
は
「
歩
き
な
が
ら
調
査
し
て
マ
ッ
プ
を
作
る
の

は
大
変
だ
っ
た
。
み
ん
な
で
作
っ
た
作
品
が
賞
を
も

ら
え
て
嬉
し

い
で
す
」
と

笑
顔
で
報
告

し
ま
し
た
。

　
授
賞
し
た

２
つ
の
マ
ッ

プ
は
村
役
場 

総
務
課
の
窓

口
に
、
し
ば

ら
く
の
間
掲

示
し
て
い
ま

す
。
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ぼ
う
さ
い
探
検
隊

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
作
品
が
入
選

【写真①】

【写真②】

【写真】2作品の入選を笑顔で報告する北山

学童の児童と報告を受ける喜屋武 治樹村長
（左端）

ふ
み
お

ひろし

はるき

はるき

のぶお

きよみつ

しんしょう

むねひこ

ふみお

の
ぶ
お

き
ら

障害者福祉展で
４作品が受賞！

障害者福祉展で
４作品が受賞！

2月末現在 村の人口　 男 4,770人（－4）  女 4,574人（－1）　計 9,344人（－5）  世帯数 4,372（－2）

本部署管内で初の認定交付！本部署管内で初の認定交付！



は
じ
め
に

　
令
和
２
年
第
１
回
今
帰
仁
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
所
信
の
一
端
を
表
明
し
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
８
月
に
今
帰

仁
村
長
に
就
任
以
来
、
常
に
「
今

帰
仁
村
」
と
い
う
地
名
を
村
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
精
力
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
」、「
古

宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

in
今
帰
仁
村
」、「
今
帰
仁
ま
つ
り
」、

「
い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
来
訪

者
も
多
く
、
今
後
の
観
光
振
興
に

も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
古
宇
利
大
橋
、

平
成
22
年
の
ワ
ル
ミ
大
橋
開
通

に
よ
り
海
洋
博
記
念
公
園
か
ら

古
宇
利
島
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
来
訪
者

も
格
段
に
増
え
、
橋
上
か
ら
見

る
海
の
景
観
は
県
内
屈
指
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
「
古
宇
利
島
観
光
拠
点
施

設
」
と
並
行
し
て
、
昨
年
12
月

に
は
琉
球
銀
行
・
村
商
工
会
・

村
観
光
協
会
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
又
、

村
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
と
並
び
本
村
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

も
、
安
定
し
た
生
産
を
図
る
た
め

の
栽
培
施
設
導
入
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
策
、
農
業
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
の
奨
励

や
、
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
な
ど
広
い
範
囲
で
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
村
民
と
協
働
の
村
づ

く
り
を
念
頭
に
お
き
、「
と
び
だ
せ

村
長
室
」
や
「
む
ら
づ
く
り
出
前

講
座
」
と
い
っ
た
村
民
の
皆
様
の

声
を
直
に
聞
け
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
行
政

運
営
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

重
点
施
策

（
１
）新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
基
に
基
本

設
計
を
経
て
実
施
設
計
へ
と
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
庁

舎
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
村
に
と
っ
て
の
財
産
は
、
子
供

た
ち
で
す
。
村
の
優
秀
な
子
供
た

ち
が
経
済
的
理
由
で
学
び
の
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
継
続
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と
す
る

「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
の
開
園
に
伴
い
、
家

庭
保
育
世
帯
を
含
め
た
多
様
な
保

育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更
な
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）人
材
育
成
に
つ
い
て

　「
人
材
を
以
っ
て
資
源
と
な
す
」

を
是
と
し
、
教
育
立
村
構
築
の
為
、

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
自
ら
の
生
き
方
、

在
り
方
を
充
実
さ
せ
る
取
組
を
展

開
し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
社
会
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
山
高
校
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
公
営
塾
に
よ
り
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
向
上
す
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
は
こ
れ
ま
で
、
さ

と
う
き
び
や
パ
イ
ン
の
生
産
に
加

え
、
施
設
園
芸
の
確
立
や
農
家
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
、
ス
イ
カ
、

輪
菊
、
小
菊
、
マ
ン
ゴ
ー
、
肉
用

牛
（
子
牛
）
な
ど
が
農
林
水
産
戦

略
品
目
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
面
だ
け
で
な
く
、
農
業
が
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

や
地
域
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
面

的
機
能
の
面
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
は
本
村
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
産
業

と
一
体
的
に
振
興
を
図
る
「
積
み

上
げ
方
式
」
で
の
自
立
、
発
展
を

目
指
し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
農
業
振

興
諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
６
）第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
村
の
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
６
年
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
村
の
人
口
増
加
に
向

け
た
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
村
内
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
移

住
を
計
画
し
、
移
住
希
望
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
定
住
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）北
部
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
継
続
事
業

の
村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改

築
事
業
や
村
営
湧
川
第
２
団
地

新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
本
部
半
島
・
伊

江
島
エ
リ
ア
観
光
促
進
事
業
（
古

宇
利
観
光
拠
点
施
設
整
備
）」
に

て
便
益
施
設
、
駐
車
場
整
備
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）児
童
生
徒
文
学
賞
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
に
「
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
・
文
章
力
を
育
む

機
会
」
を
目
的
に
「
第
１
回
な

き
じ
ん
児
童
生
徒
文
学
賞
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
で
想
像
力
あ
ふ
れ
る

内
容
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の
想

像
力
・
文

章
力
を
高

め
る
た
め

に
本
事
業

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
非

核
宣
言
の
村
と
し
て
平
和
に
つ
い

て
学
習
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

村
政
運
営

（
１
）当
初
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
51
億
４
千
６
百
46

万
２
千
円
で
対
前
年
度
比
０
．４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
委
託
業

務
や
本
部
半
島
・
伊
江
島
エ
リ
ア

観
光
促
進
事
業
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
財
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
経
費
支
出
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
今
後

と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額
17

億
３
千
４
百
57
万
円
を
計
上
し
、

昨
年
度
よ
り
15
．６
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
庁
内

横
断
的
に
業
務
を
進
め
健
全
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
千
７
百
67
万
７
千
円
を
計
上
し

昨
年
度
よ
り
４
．５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的

に
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計

の
総
額
は
、
５
億
２
千
４
百
92
万

１
千
円
で
、31
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
要
因
は
、
建
設
改

良
費
及
び
そ
の
他
資
本
的
支
出
の

減
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）財
政
に
つ
い
て

　
本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
の
確
保
は
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
三
税
等
は

増
収
傾
向
に
あ
り
、
特
に
課
税
開

始
予
定
の
物
件
や
償
却
資
産
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
税
収
が
伸

び
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
公

正
か
つ
適
正
な
課
税
の
も
と
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の

促
進
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
向
け
た
取
組
や
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
催
告
に
応
じ
な
い
納
税
義

務
者
に
対
し
て
は
、
県
税
事
務
所

等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

法
的
措
置
を
講
じ
、
確
実
な
回
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
税
金
の

果
た
す
役
割
と
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
村
民
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
出
前
講
座
や
、
児
童
・

生
徒
へ
の
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
村
の
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
電

子
感
謝
券
の
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
へ
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
事
業
一
覧
や
そ
の
活
用

状
況
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
発

信
、
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
帰

仁
フ
ァ
ン
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
今
帰
仁
村
に
貢
献
し

た
い
」、「
今
帰
仁
村
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
対
す
る
取
組

を
充
実
さ

せ
、
自
主

財
源
の
確

保
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
、
村
民
の
満
足
度
を

高
め
、
村
政
に
対
す
る
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
最

も
身
近
に
接
す
る
行
政
窓
口
で

は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
役
場
に
訪
れ
る
お
客
様

に
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
来
庁
者

の
立
場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
窓
口
だ
け
で
な
く
全
職
員
の

意
識
改
善
を
図
り
、
役
場
全
体
の

接
遇
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
本

部
町
及
び
本
部
町
今
帰
仁
村
清

掃
施
設
組
合
と
連
携
し
、
家
庭

か
ら
の
排
出
ご
み
の
抑
制
、
適

正
な
分
別
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
購
入
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
回
収
業
務

を
適
切
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
外
来
種
で
あ
る
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

の
生
息
地
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
引

き
続
き
駆
除
対
策
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
村

民
へ
の
啓
発
の
た
め
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
生
態
や
特
徴
、
危
険
性
等
に

つ
い
て
情
報
の
周
知
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
や

関
係
機
関
へ
の
財
源
措
置
を
重
ね

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

が
、
産
後
の
身
体
と
心
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
母

子
に
対
し
て
助
産
師
等
に
よ
る
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
に
、
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
が
行
え
る
よ
う
多
様
な
家
庭

の
形
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
胎
児
期
か
ら
就
学
前
の
子
育

て
時
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
、
児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
、
今
帰
仁
村
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
基
金
」
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧

困
や
児
童
虐
待
等
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
継
続
し
て
子
ど
も

応
援
支
援
員
を
配
置
し
、
対
象
児

童
や
対
象
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
気

に
な
る
世
帯
へ
の
早
期
介
入
と
効

果
的
か
つ
適
切
な
支
援
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
母
子
父
子
等
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
お
け
る
育
児
に
係

る
様
々
な
困
り
感
や
相
談
に
対
し
、

村
母
子
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）地
域
に
お
け
る
福
祉
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
で
支
え
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
母
子

等
の
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
体
制
が
密
に
連
携
し
た

地
域
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
独
居
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
「
要
援
護
者
避
難
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
等
の
避
難
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
令
和
２
年
１
月
末
現
在
32
．

４
％
と
年
々
上
昇
し
、
高
齢
者
を

と
り
巻
く
課
題
も
深
刻
か
つ
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
認
知
症
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
部
警
察
署
や

関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
認

知
症
等
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
期

を
迎
え
た
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、

積
極
的
に
社
会
参
加
の
で
き
る
希

望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
継
続
し
て
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
）障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　
第
３
期
障
害
者
計
画
及
び
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害

児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
相
談
や
生
活
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
並
び
に
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の

実
情
に
応

じ
た
見
直

し
を
行
い
、

支
援
体
制

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
帰
仁
村
健
康
長
寿
む
ら
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
村
民
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
も

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
月
第
１
日
曜
日
の
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
に
は
、
村
民
参
加
型

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し

て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
が
主
体

と
な
っ
て
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
10
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
対
策
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
予
防
に
係
る
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
等
、
村
行
政
の
適
正
運
営

を
図
る
目
的
で
今
帰
仁
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
や
沖
縄
県
、

行
政
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
村
民
等
へ
の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
見
直
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
繰
上

充
用
金
が
発
生
す
る
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
数
値
に
基
づ

い
た
保
健
指
導
の
実
施
、
早
期
発

見
で
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
国
保

運
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
運
営
主
体
の
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
村
内
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
12
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
災

害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設
の

導
入
推
進
事
業
」
の
継
続
採
択
に

向
け
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
、

安
定
的
に
消
費
者
や
市
場
へ
供
給

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
台
風
等
で
被
害
を
受

け
た
農
家
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
活

用
し
た
「
国
営
羽
地
大
川
土
地
改

良
区
勢
理
客
地
区
畑
地
か
ん
が
い

事
業 

農
業
用
用
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
天
底
第
２
地
区
、
湧
川
地
区
の

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
令
和
３
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
推
進
事
業
」
等
の
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
解
消
等
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
農
地
利
用

の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
降
雨
時
等

に
よ
る
農
地
か
ら
の
耕
土
流
出
防

止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農

家
の
営
農
意
欲
減
退
な
ど
の
深
刻

な
影
響
を
及
ば
す
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
被
害
対
策
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
部
地
区
関
係
機
関
と
連
携
し

広
域
的
駆
除
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
低
農
薬
・
減
農
薬
に
向
け
た
取

組
や
病
害
虫
に
対
す
る
天
敵
を
用

い
た
「
生
物
的
防
除
」
を
継
続
し

て
進
め
、
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
減
農
薬
栽
培
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
13
）畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

　
村
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
連
携
の
も
と
、
和
牛
改

良
増
殖
に
必
要
な
事
業
を
推
進

し
、
更
な
る
和
牛
生
産
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
安
定
し
た
農

業
経
営
の
確
立
と
、
子
牛
の
高

値
安
定
で
の
取
引
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
優
良
繁
殖

雌
牛
を
導
入
す
る
際
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

肉
用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
改

良
推
進
事
業
を
活
用
し
た
ゲ
ノ

ム
育
種
価
分
析
等
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

優
良
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
産
農
家
と
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
肉
用
牛
・
山
羊
の
畜
産
共

進
会
は
、
生
産
者
間
の
情
報
交
換

並
び
に
技
術
習
得
、
畜
産
経
営
に

お
け
る
飼
養
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
、
本
村
の
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
沖
縄
県
中
部
で
発
生

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
な
ど
の
伝
染

病
は
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
状
況

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

と
行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
が

密
に
連
携

し
、
防
疫

体
制
の
構

築
を
図
り

伝
染
病
予

防
対
策
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
14
）林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
分
野
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
が
乙
羽
岳
森
林

公
園
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、
乙
羽
岳
森
林
公
園

施
設
の
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
15
）水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
よ
り
良
い
漁
場
形
成
を
図
る

た
め
、
回
遊
魚
の
習
性
を
利
用

し
効
率
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
層
型
浮
漁
礁
は
、
漁

場
探
索
時
間
・
操
業
時
間
の
大

幅
な
短
縮
と
、
漁
船
燃
油
の
消

費
節
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
本
村
で
も
地
先

海
域
に
整
備
、
敷
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
整
備
、
敷

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る

機
能
低
下
等
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
「
水

産
環
境
整
備
事
業
」
を
活
用
し

本
村
が
管
理
す
る
中
層
浮
漁
礁

の
更
新
に
係
る
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
者
の
就
労
環
境
改
善
を
図

る
た
め
、「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
浮
桟
橋
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
を
機
動
的
に

行
い
、
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

や
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
定
し

た
漁
獲
量
維
持
な
ど
を
図
る
た

め
、今
後
も
漁
業
組
合
と
連
携
し
、

引
き
続
き
ウ
ニ
放
流
事
業
、
禁
漁

区
域
設
定
及
び
漁
期
を
設
け
る
資

源
管
理
型
漁
業
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
16
）商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
に
進

み
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
特
に
外

国
人
に
関
し
て
は
、
本
部
港
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
運
用

開
始
予
定
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
に
は
更
な
る
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
新
た
な
観
光
需
要
が
期
待

さ
れ
る
な
か
、「
北
部
連
携
促
進

事
業
」
を
継
続
活
用
し
、
観
光

拠
点
施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
、

観
光
客
数
増
加
、
飲
食
店
や
直

売
店
の
強
化
に
よ
る
経
済
効
果
・

雇
用
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誘
客
及
び
宣
伝
の
強
化
を
図

る
た
め
、
観
光
力
基
盤
強
化
事

業
を
活
用
し
た
各
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
環
境
保
全
美
化
推
進

事
業
を
活
用
し
た
村
内
観
光
地

の
環
境
美
化
作
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
魅
力
あ
る
地
域

資
源
や
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
教
育
民
泊
事
業
者
の
受
入
れ

態
勢
を
整
え
誘
致
活
動
を
行
い
、

着
地
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

着
地
型
観
光
振
興
事
業
も
継
続
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た
商
業

施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
村

商
工
会
や
村
観
光
協
会
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
共
有
に

努
め
、
商
工
業
並
び
に
第
３
次
今

帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画

に
基
づ
く
観
光
の
振
興
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
17
）建
設
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、

村
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交

通
安
全
対
策
、
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
農
村
集

落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
西
地

区
、
村
道
与
那
嶺
線
改
良
事
業
、

村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改
築

事
業
、
村
道
越
地
与
比
地
小
浜

原
線
改
良
事
業
、
村
営
湧
川
第

２
団
地
新
築
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
で

今
帰
仁
城
跡
周
辺
環
境
整
備
事

業
、
環
境
保
全
美
化
推
進
事
業
、

景
観
形
成
強
化
事
業
、
観
光
力

基
盤
強
化
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
18
）水
道
事
業
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
目
的
で
「
今
帰
仁
村
水

道
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今

後
も
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
更
新
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が
ら
見

直
し
を
行
い
、
維
持
管
理
経
費
な

ど
経
費
全
般
に
つ
い
て
も
検
証
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
経
営
の

合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
19
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
事
業
を
開
始
し
、
現
在
５
名
が

給
付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
２
年

度
も
新
た
に
３
名
に
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
等
へ
入
学
す
る
学

生
の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る

費
用
の
支
弁
が
困
難
な
方
へ
の
入

学
準
備
金
の
貸
付
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
20
）北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

　
本
村
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
と
人
格
形
成
を
め

ざ
し
、
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
を

充
実
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
北
山

学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
と
自

己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通

し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動

や
各
教
科
等
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
核
に
据
え
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
21
）豊
か
な
心
を
培
う
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳

教
育
や
特
別
活
動
を
充
実
さ
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
た
心
の
教
育
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
22
）確
か
な
学
力
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力

を
培
い
、「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、「
学
校
で

の
学
び
」
と
「
実
社
会
」
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
、
主
体

的
な
学
び
を
形
成
し
、「
夢
や
希

望
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
23
）た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育

む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

は
、生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
基
礎
を
培
う
観
点
に

立
ち
、
自
ら
積
極
的
に
運
動
に
親

し
む
意
欲
や
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
な
体
力

の
向
上
を
促
す
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
、
よ
り
高

い
水
準
の
技
能
や
目
標
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
な
が
ら
学
校
と
連

携
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
24
）学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
に
つ
い
て

　「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
推
進
し
、村
内
小・中
学
校
で「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
と
教
育
を
つ
な
ぎ

本
村
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
と
し

て
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
25
）学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

　
特
色
あ
る
学
校
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
、
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
導
入
の
検
討
や
、
地
域
学
校
協

働
活
動
等
を
通
し
、
学
校
教
育
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
支
援
員
を
配
置
し
積
極

的
な
支
援
と
個
に
応
じ
た
指
導
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
26
）幼
保
連
携
に
つ
い
て

　
本
村
の
乳
幼
児
期
の
「
育
ち
」

と
「
学
び
」
を
支
え
る
新
た
な
拠

点
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
が
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
開
園
し
ま
す
。

　
本
村
の
５
歳
児
保
育
の
定
員
増

や
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼

稚
園
児
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
、

保
育
標
準
時
間
を
超
え
た
延
長
保

育
の
実
施
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
受
け
入
れ
等
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
村
内
の
民
間
保
育

園
等
へ
の
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」

や
「
保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
」
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、
保

育
士
の
離
職
防
止
と
保
育
士
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
27
）家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
情
緒
を
安
定
さ
せ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
・

地
域
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
運
動
」

及
び
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

徒
歩
登
校
」
を
引
き
続
き
推
進
・

推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
実
現
「
親
の
ま
な
び

あ
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
「
家

〜
な
れ
〜
」運
動
を
推
奨
し
、家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
28
）社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
や
村
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座

等
を
開
催
し
、
社
会
教
育
の
振
興

と
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ん
ぱ
く
自
然

体
験
塾
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
は
、
特
に
親
子
連

れ
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

絵
本
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
図
書
館
便
り
の
発
行
や

講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
29
）社
会
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
村
体
育
協
会
及

び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ナ
ス
ク
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
施
設
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
県
内
外
か
ら

の
誘
客
及
び
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
村
民
の
健
康
増
進
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
30
）青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
中
で
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
青
年
会
、
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
と
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
展

開
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
、
山
形
県
酒
田
市
の
児
童
と

の
交
流
事
業
「
今
帰
仁
村
ふ
れ
あ

い
少
年
の
翼
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し
た
知

名
町
・
和
泊
町
と
北
山
文
化
や
歴

史
を
共
有
し
認
識
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
や

誇
り
を
高

め
る
た
め

に
児
童
生

徒
の
相
互

交
流
に
つ

い
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
31
）文
化
財
行
政
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
を
は

じ
め
と
し
た
村
内
文
化
財
の
調
査
・

保
存
・
活
用
及
び
修
復
を
推
進
し
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令
和
２
年
度

(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
の
常
設
展
示
や
企
画
展
示

と
い
っ
た
学
習
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村

今
泊
フ
ク
ギ
屋
敷
林
と
集
落
景
観
」

の
文
化
的
、
歴
史
的
価
値
を
村
内

外
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
村
の
更
な
る
発
展
と
誰
も
が

住
み
や
す
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
９
日

今
帰
仁
村
長 

喜
屋
武 

治
樹



は
じ
め
に

　
令
和
２
年
第
１
回
今
帰
仁
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
所
信
の
一
端
を
表
明
し
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
８
月
に
今
帰

仁
村
長
に
就
任
以
来
、
常
に
「
今

帰
仁
村
」
と
い
う
地
名
を
村
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
精
力
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
」、「
古

宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

in
今
帰
仁
村
」、「
今
帰
仁
ま
つ
り
」、

「
い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
来
訪

者
も
多
く
、
今
後
の
観
光
振
興
に

も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
古
宇
利
大
橋
、

平
成
22
年
の
ワ
ル
ミ
大
橋
開
通

に
よ
り
海
洋
博
記
念
公
園
か
ら

古
宇
利
島
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
来
訪
者

も
格
段
に
増
え
、
橋
上
か
ら
見

る
海
の
景
観
は
県
内
屈
指
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
「
古
宇
利
島
観
光
拠
点
施

設
」
と
並
行
し
て
、
昨
年
12
月

に
は
琉
球
銀
行
・
村
商
工
会
・

村
観
光
協
会
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
又
、

村
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
と
並
び
本
村
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

も
、
安
定
し
た
生
産
を
図
る
た
め

の
栽
培
施
設
導
入
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
策
、
農
業
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
の
奨
励

や
、
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
な
ど
広
い
範
囲
で
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
村
民
と
協
働
の
村
づ

く
り
を
念
頭
に
お
き
、「
と
び
だ
せ

村
長
室
」
や
「
む
ら
づ
く
り
出
前

講
座
」
と
い
っ
た
村
民
の
皆
様
の

声
を
直
に
聞
け
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
行
政

運
営
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

重
点
施
策

（
１
）新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
基
に
基
本

設
計
を
経
て
実
施
設
計
へ
と
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
庁

舎
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
村
に
と
っ
て
の
財
産
は
、
子
供

た
ち
で
す
。
村
の
優
秀
な
子
供
た

ち
が
経
済
的
理
由
で
学
び
の
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
継
続
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と
す
る

「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
の
開
園
に
伴
い
、
家

庭
保
育
世
帯
を
含
め
た
多
様
な
保

育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更
な
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）人
材
育
成
に
つ
い
て

　「
人
材
を
以
っ
て
資
源
と
な
す
」

を
是
と
し
、
教
育
立
村
構
築
の
為
、

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
自
ら
の
生
き
方
、

在
り
方
を
充
実
さ
せ
る
取
組
を
展

開
し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
社
会
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
山
高
校
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
公
営
塾
に
よ
り
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
向
上
す
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
は
こ
れ
ま
で
、
さ

と
う
き
び
や
パ
イ
ン
の
生
産
に
加

え
、
施
設
園
芸
の
確
立
や
農
家
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
、
ス
イ
カ
、

輪
菊
、
小
菊
、
マ
ン
ゴ
ー
、
肉
用

牛
（
子
牛
）
な
ど
が
農
林
水
産
戦

略
品
目
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
面
だ
け
で
な
く
、
農
業
が
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

や
地
域
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
面

的
機
能
の
面
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
は
本
村
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
産
業

と
一
体
的
に
振
興
を
図
る
「
積
み

上
げ
方
式
」
で
の
自
立
、
発
展
を

目
指
し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
農
業
振

興
諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
６
）第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
村
の
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
６
年
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
村
の
人
口
増
加
に
向

け
た
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
村
内
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
移

住
を
計
画
し
、
移
住
希
望
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
定
住
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）北
部
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
継
続
事
業

の
村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改

築
事
業
や
村
営
湧
川
第
２
団
地

新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
本
部
半
島
・
伊

江
島
エ
リ
ア
観
光
促
進
事
業
（
古

宇
利
観
光
拠
点
施
設
整
備
）」
に

て
便
益
施
設
、
駐
車
場
整
備
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）児
童
生
徒
文
学
賞
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
に
「
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
・
文
章
力
を
育
む

機
会
」
を
目
的
に
「
第
１
回
な

き
じ
ん
児
童
生
徒
文
学
賞
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
で
想
像
力
あ
ふ
れ
る

内
容
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の
想

像
力
・
文

章
力
を
高

め
る
た
め

に
本
事
業

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
非

核
宣
言
の
村
と
し
て
平
和
に
つ
い

て
学
習
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

村
政
運
営

（
１
）当
初
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
51
億
４
千
６
百
46

万
２
千
円
で
対
前
年
度
比
０
．４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
委
託
業

務
や
本
部
半
島
・
伊
江
島
エ
リ
ア

観
光
促
進
事
業
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
財
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
経
費
支
出
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
今
後

と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額
17

億
３
千
４
百
57
万
円
を
計
上
し
、

昨
年
度
よ
り
15
．６
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
庁
内

横
断
的
に
業
務
を
進
め
健
全
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
千
７
百
67
万
７
千
円
を
計
上
し

昨
年
度
よ
り
４
．５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的

に
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計

の
総
額
は
、
５
億
２
千
４
百
92
万

１
千
円
で
、31
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
要
因
は
、
建
設
改

良
費
及
び
そ
の
他
資
本
的
支
出
の

減
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）財
政
に
つ
い
て

　
本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
の
確
保
は
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
三
税
等
は

増
収
傾
向
に
あ
り
、
特
に
課
税
開

始
予
定
の
物
件
や
償
却
資
産
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
税
収
が
伸

び
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
公

正
か
つ
適
正
な
課
税
の
も
と
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の

促
進
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
向
け
た
取
組
や
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
催
告
に
応
じ
な
い
納
税
義

務
者
に
対
し
て
は
、
県
税
事
務
所

等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

法
的
措
置
を
講
じ
、
確
実
な
回
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
税
金
の

果
た
す
役
割
と
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
村
民
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
出
前
講
座
や
、
児
童
・

生
徒
へ
の
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
村
の
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
電

子
感
謝
券
の
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
へ
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
事
業
一
覧
や
そ
の
活
用

状
況
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
発

信
、
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
帰

仁
フ
ァ
ン
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
今
帰
仁
村
に
貢
献
し

た
い
」、「
今
帰
仁
村
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
対
す
る
取
組

を
充
実
さ

せ
、
自
主

財
源
の
確

保
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
、
村
民
の
満
足
度
を

高
め
、
村
政
に
対
す
る
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
最

も
身
近
に
接
す
る
行
政
窓
口
で

は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
役
場
に
訪
れ
る
お
客
様

に
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
来
庁
者

の
立
場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
窓
口
だ
け
で
な
く
全
職
員
の

意
識
改
善
を
図
り
、
役
場
全
体
の

接
遇
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
本

部
町
及
び
本
部
町
今
帰
仁
村
清

掃
施
設
組
合
と
連
携
し
、
家
庭

か
ら
の
排
出
ご
み
の
抑
制
、
適

正
な
分
別
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
購
入
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
回
収
業
務

を
適
切
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
外
来
種
で
あ
る
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

の
生
息
地
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
引

き
続
き
駆
除
対
策
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
村

民
へ
の
啓
発
の
た
め
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
生
態
や
特
徴
、
危
険
性
等
に

つ
い
て
情
報
の
周
知
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
や

関
係
機
関
へ
の
財
源
措
置
を
重
ね

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

が
、
産
後
の
身
体
と
心
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
母

子
に
対
し
て
助
産
師
等
に
よ
る
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
に
、
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
が
行
え
る
よ
う
多
様
な
家
庭

の
形
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
胎
児
期
か
ら
就
学
前
の
子
育

て
時
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
、
児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
、
今
帰
仁
村
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
基
金
」
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧

困
や
児
童
虐
待
等
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
継
続
し
て
子
ど
も

応
援
支
援
員
を
配
置
し
、
対
象
児

童
や
対
象
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
気

に
な
る
世
帯
へ
の
早
期
介
入
と
効

果
的
か
つ
適
切
な
支
援
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
母
子
父
子
等
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
お
け
る
育
児
に
係

る
様
々
な
困
り
感
や
相
談
に
対
し
、

村
母
子
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）地
域
に
お
け
る
福
祉
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
で
支
え
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
母
子

等
の
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
体
制
が
密
に
連
携
し
た

地
域
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
独
居
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
「
要
援
護
者
避
難
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
等
の
避
難
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
令
和
２
年
１
月
末
現
在
32
．

４
％
と
年
々
上
昇
し
、
高
齢
者
を

と
り
巻
く
課
題
も
深
刻
か
つ
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
認
知
症
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
部
警
察
署
や

関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
認

知
症
等
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
期

を
迎
え
た
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、

積
極
的
に
社
会
参
加
の
で
き
る
希

望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
継
続
し
て
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
）障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　
第
３
期
障
害
者
計
画
及
び
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害

児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
相
談
や
生
活
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
並
び
に
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の

実
情
に
応

じ
た
見
直

し
を
行
い
、

支
援
体
制

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
帰
仁
村
健
康
長
寿
む
ら
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
村
民
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
も

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
月
第
１
日
曜
日
の
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
に
は
、
村
民
参
加
型

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し

て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
が
主
体

と
な
っ
て
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
10
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
対
策
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
予
防
に
係
る
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
等
、
村
行
政
の
適
正
運
営

を
図
る
目
的
で
今
帰
仁
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
や
沖
縄
県
、

行
政
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
村
民
等
へ
の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
見
直
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
繰
上

充
用
金
が
発
生
す
る
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
数
値
に
基
づ

い
た
保
健
指
導
の
実
施
、
早
期
発

見
で
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
国
保

運
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
運
営
主
体
の
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
村
内
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
12
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
災

害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設
の

導
入
推
進
事
業
」
の
継
続
採
択
に

向
け
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
、

安
定
的
に
消
費
者
や
市
場
へ
供
給

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
台
風
等
で
被
害
を
受

け
た
農
家
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
活

用
し
た
「
国
営
羽
地
大
川
土
地
改

良
区
勢
理
客
地
区
畑
地
か
ん
が
い

事
業 

農
業
用
用
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
天
底
第
２
地
区
、
湧
川
地
区
の

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
令
和
３
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
推
進
事
業
」
等
の
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
解
消
等
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
農
地
利
用

の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
降
雨
時
等

に
よ
る
農
地
か
ら
の
耕
土
流
出
防

止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農

家
の
営
農
意
欲
減
退
な
ど
の
深
刻

な
影
響
を
及
ば
す
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
被
害
対
策
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
部
地
区
関
係
機
関
と
連
携
し

広
域
的
駆
除
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
低
農
薬
・
減
農
薬
に
向
け
た
取

組
や
病
害
虫
に
対
す
る
天
敵
を
用

い
た
「
生
物
的
防
除
」
を
継
続
し

て
進
め
、
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
減
農
薬
栽
培
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
13
）畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

　
村
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
連
携
の
も
と
、
和
牛
改

良
増
殖
に
必
要
な
事
業
を
推
進

し
、
更
な
る
和
牛
生
産
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
安
定
し
た
農

業
経
営
の
確
立
と
、
子
牛
の
高

値
安
定
で
の
取
引
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
優
良
繁
殖

雌
牛
を
導
入
す
る
際
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

肉
用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
改

良
推
進
事
業
を
活
用
し
た
ゲ
ノ

ム
育
種
価
分
析
等
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

優
良
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
産
農
家
と
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
肉
用
牛
・
山
羊
の
畜
産
共

進
会
は
、
生
産
者
間
の
情
報
交
換

並
び
に
技
術
習
得
、
畜
産
経
営
に

お
け
る
飼
養
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
、
本
村
の
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
沖
縄
県
中
部
で
発
生

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
な
ど
の
伝
染

病
は
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
状
況

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

と
行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
が

密
に
連
携

し
、
防
疫

体
制
の
構

築
を
図
り

伝
染
病
予

防
対
策
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
14
）林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
分
野
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
が
乙
羽
岳
森
林

公
園
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、
乙
羽
岳
森
林
公
園

施
設
の
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
15
）水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
よ
り
良
い
漁
場
形
成
を
図
る

た
め
、
回
遊
魚
の
習
性
を
利
用

し
効
率
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
層
型
浮
漁
礁
は
、
漁

場
探
索
時
間
・
操
業
時
間
の
大

幅
な
短
縮
と
、
漁
船
燃
油
の
消

費
節
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
本
村
で
も
地
先

海
域
に
整
備
、
敷
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
整
備
、
敷

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る

機
能
低
下
等
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
「
水

産
環
境
整
備
事
業
」
を
活
用
し

本
村
が
管
理
す
る
中
層
浮
漁
礁

の
更
新
に
係
る
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
者
の
就
労
環
境
改
善
を
図

る
た
め
、「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
浮
桟
橋
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
を
機
動
的
に

行
い
、
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

や
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
定
し

た
漁
獲
量
維
持
な
ど
を
図
る
た

め
、今
後
も
漁
業
組
合
と
連
携
し
、

引
き
続
き
ウ
ニ
放
流
事
業
、
禁
漁

区
域
設
定
及
び
漁
期
を
設
け
る
資

源
管
理
型
漁
業
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
16
）商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
に
進

み
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
特
に
外

国
人
に
関
し
て
は
、
本
部
港
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
運
用

開
始
予
定
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
に
は
更
な
る
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
新
た
な
観
光
需
要
が
期
待

さ
れ
る
な
か
、「
北
部
連
携
促
進

事
業
」
を
継
続
活
用
し
、
観
光

拠
点
施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
、

観
光
客
数
増
加
、
飲
食
店
や
直

売
店
の
強
化
に
よ
る
経
済
効
果
・

雇
用
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誘
客
及
び
宣
伝
の
強
化
を
図

る
た
め
、
観
光
力
基
盤
強
化
事

業
を
活
用
し
た
各
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
環
境
保
全
美
化
推
進

事
業
を
活
用
し
た
村
内
観
光
地

の
環
境
美
化
作
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
魅
力
あ
る
地
域

資
源
や
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
教
育
民
泊
事
業
者
の
受
入
れ

態
勢
を
整
え
誘
致
活
動
を
行
い
、

着
地
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

着
地
型
観
光
振
興
事
業
も
継
続
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た
商
業

施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
村

商
工
会
や
村
観
光
協
会
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
共
有
に

努
め
、
商
工
業
並
び
に
第
３
次
今

帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画

に
基
づ
く
観
光
の
振
興
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
17
）建
設
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、

村
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交

通
安
全
対
策
、
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
農
村
集

落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
西
地

区
、
村
道
与
那
嶺
線
改
良
事
業
、

村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改
築

事
業
、
村
道
越
地
与
比
地
小
浜

原
線
改
良
事
業
、
村
営
湧
川
第

２
団
地
新
築
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
で

今
帰
仁
城
跡
周
辺
環
境
整
備
事

業
、
環
境
保
全
美
化
推
進
事
業
、

景
観
形
成
強
化
事
業
、
観
光
力

基
盤
強
化
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
18
）水
道
事
業
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
目
的
で
「
今
帰
仁
村
水

道
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今

後
も
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
更
新
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が
ら
見

直
し
を
行
い
、
維
持
管
理
経
費
な

ど
経
費
全
般
に
つ
い
て
も
検
証
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
経
営
の

合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
19
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
事
業
を
開
始
し
、
現
在
５
名
が

給
付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
２
年

度
も
新
た
に
３
名
に
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
等
へ
入
学
す
る
学

生
の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る

費
用
の
支
弁
が
困
難
な
方
へ
の
入

学
準
備
金
の
貸
付
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
20
）北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

　
本
村
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
と
人
格
形
成
を
め

ざ
し
、
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
を

充
実
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
北
山

学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
と
自

己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通

し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動

や
各
教
科
等
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
核
に
据
え
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
21
）豊
か
な
心
を
培
う
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳

教
育
や
特
別
活
動
を
充
実
さ
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
た
心
の
教
育
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
22
）確
か
な
学
力
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力

を
培
い
、「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、「
学
校
で

の
学
び
」
と
「
実
社
会
」
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
、
主
体

的
な
学
び
を
形
成
し
、「
夢
や
希

望
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
23
）た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育

む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

は
、生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
基
礎
を
培
う
観
点
に

立
ち
、
自
ら
積
極
的
に
運
動
に
親

し
む
意
欲
や
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
な
体
力

の
向
上
を
促
す
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
、
よ
り
高

い
水
準
の
技
能
や
目
標
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
な
が
ら
学
校
と
連

携
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
24
）学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
に
つ
い
て

　「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
推
進
し
、村
内
小・中
学
校
で「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
と
教
育
を
つ
な
ぎ

本
村
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
と
し

て
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
25
）学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

　
特
色
あ
る
学
校
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
、
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
導
入
の
検
討
や
、
地
域
学
校
協

働
活
動
等
を
通
し
、
学
校
教
育
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
支
援
員
を
配
置
し
積
極

的
な
支
援
と
個
に
応
じ
た
指
導
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
26
）幼
保
連
携
に
つ
い
て

　
本
村
の
乳
幼
児
期
の
「
育
ち
」

と
「
学
び
」
を
支
え
る
新
た
な
拠

点
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
が
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
開
園
し
ま
す
。

　
本
村
の
５
歳
児
保
育
の
定
員
増

や
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼

稚
園
児
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
、

保
育
標
準
時
間
を
超
え
た
延
長
保

育
の
実
施
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
受
け
入
れ
等
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
村
内
の
民
間
保
育

園
等
へ
の
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」

や
「
保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
」
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、
保

育
士
の
離
職
防
止
と
保
育
士
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
27
）家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
情
緒
を
安
定
さ
せ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
・

地
域
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
運
動
」

及
び
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

徒
歩
登
校
」
を
引
き
続
き
推
進
・

推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
実
現
「
親
の
ま
な
び

あ
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
「
家

〜
な
れ
〜
」運
動
を
推
奨
し
、家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
28
）社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
や
村
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座

等
を
開
催
し
、
社
会
教
育
の
振
興

と
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ん
ぱ
く
自
然

体
験
塾
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
は
、
特
に
親
子
連

れ
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

絵
本
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
図
書
館
便
り
の
発
行
や

講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
29
）社
会
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
村
体
育
協
会
及

び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ナ
ス
ク
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
施
設
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
県
内
外
か
ら

の
誘
客
及
び
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
村
民
の
健
康
増
進
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
30
）青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
中
で
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
青
年
会
、
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
と
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
展

開
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
、
山
形
県
酒
田
市
の
児
童
と

の
交
流
事
業
「
今
帰
仁
村
ふ
れ
あ

い
少
年
の
翼
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し
た
知

名
町
・
和
泊
町
と
北
山
文
化
や
歴

史
を
共
有
し
認
識
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
や

誇
り
を
高

め
る
た
め

に
児
童
生

徒
の
相
互

交
流
に
つ

い
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
31
）文
化
財
行
政
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
を
は

じ
め
と
し
た
村
内
文
化
財
の
調
査
・

保
存
・
活
用
及
び
修
復
を
推
進
し
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令
和
２
年
度

(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
の
常
設
展
示
や
企
画
展
示

と
い
っ
た
学
習
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村

今
泊
フ
ク
ギ
屋
敷
林
と
集
落
景
観
」

の
文
化
的
、
歴
史
的
価
値
を
村
内

外
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
村
の
更
な
る
発
展
と
誰
も
が

住
み
や
す
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
９
日

今
帰
仁
村
長 

喜
屋
武 

治
樹



は
じ
め
に

　
令
和
２
年
第
１
回
今
帰
仁
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
所
信
の
一
端
を
表
明
し
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
８
月
に
今
帰

仁
村
長
に
就
任
以
来
、
常
に
「
今

帰
仁
村
」
と
い
う
地
名
を
村
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
精
力
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
」、「
古

宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

in
今
帰
仁
村
」、「
今
帰
仁
ま
つ
り
」、

「
い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
来
訪

者
も
多
く
、
今
後
の
観
光
振
興
に

も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
古
宇
利
大
橋
、

平
成
22
年
の
ワ
ル
ミ
大
橋
開
通

に
よ
り
海
洋
博
記
念
公
園
か
ら

古
宇
利
島
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
来
訪
者

も
格
段
に
増
え
、
橋
上
か
ら
見

る
海
の
景
観
は
県
内
屈
指
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
「
古
宇
利
島
観
光
拠
点
施

設
」
と
並
行
し
て
、
昨
年
12
月

に
は
琉
球
銀
行
・
村
商
工
会
・

村
観
光
協
会
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
又
、

村
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
と
並
び
本
村
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

も
、
安
定
し
た
生
産
を
図
る
た
め

の
栽
培
施
設
導
入
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
策
、
農
業
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
の
奨
励

や
、
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
な
ど
広
い
範
囲
で
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
村
民
と
協
働
の
村
づ

く
り
を
念
頭
に
お
き
、「
と
び
だ
せ

村
長
室
」
や
「
む
ら
づ
く
り
出
前

講
座
」
と
い
っ
た
村
民
の
皆
様
の

声
を
直
に
聞
け
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
行
政

運
営
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

重
点
施
策

（
１
）新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
基
に
基
本

設
計
を
経
て
実
施
設
計
へ
と
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
庁

舎
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
村
に
と
っ
て
の
財
産
は
、
子
供

た
ち
で
す
。
村
の
優
秀
な
子
供
た

ち
が
経
済
的
理
由
で
学
び
の
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
継
続
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と
す
る

「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
の
開
園
に
伴
い
、
家

庭
保
育
世
帯
を
含
め
た
多
様
な
保

育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更
な
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）人
材
育
成
に
つ
い
て

　「
人
材
を
以
っ
て
資
源
と
な
す
」

を
是
と
し
、
教
育
立
村
構
築
の
為
、

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
自
ら
の
生
き
方
、

在
り
方
を
充
実
さ
せ
る
取
組
を
展

開
し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
社
会
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
山
高
校
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
公
営
塾
に
よ
り
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
向
上
す
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
は
こ
れ
ま
で
、
さ

と
う
き
び
や
パ
イ
ン
の
生
産
に
加

え
、
施
設
園
芸
の
確
立
や
農
家
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
、
ス
イ
カ
、

輪
菊
、
小
菊
、
マ
ン
ゴ
ー
、
肉
用

牛
（
子
牛
）
な
ど
が
農
林
水
産
戦

略
品
目
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
面
だ
け
で
な
く
、
農
業
が
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

や
地
域
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
面

的
機
能
の
面
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
は
本
村
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
産
業

と
一
体
的
に
振
興
を
図
る
「
積
み

上
げ
方
式
」
で
の
自
立
、
発
展
を

目
指
し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
農
業
振

興
諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
６
）第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
村
の
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
６
年
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
村
の
人
口
増
加
に
向

け
た
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
村
内
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
移

住
を
計
画
し
、
移
住
希
望
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
定
住
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）北
部
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
継
続
事
業

の
村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改

築
事
業
や
村
営
湧
川
第
２
団
地

新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
本
部
半
島
・
伊

江
島
エ
リ
ア
観
光
促
進
事
業
（
古

宇
利
観
光
拠
点
施
設
整
備
）」
に

て
便
益
施
設
、
駐
車
場
整
備
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）児
童
生
徒
文
学
賞
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
に
「
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
・
文
章
力
を
育
む

機
会
」
を
目
的
に
「
第
１
回
な

き
じ
ん
児
童
生
徒
文
学
賞
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
で
想
像
力
あ
ふ
れ
る

内
容
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の
想

像
力
・
文

章
力
を
高

め
る
た
め

に
本
事
業

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
非

核
宣
言
の
村
と
し
て
平
和
に
つ
い

て
学
習
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

村
政
運
営

（
１
）当
初
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
51
億
４
千
６
百
46

万
２
千
円
で
対
前
年
度
比
０
．４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
委
託
業

務
や
本
部
半
島
・
伊
江
島
エ
リ
ア

観
光
促
進
事
業
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
財
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
経
費
支
出
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
今
後

と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額
17

億
３
千
４
百
57
万
円
を
計
上
し
、

昨
年
度
よ
り
15
．６
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
庁
内

横
断
的
に
業
務
を
進
め
健
全
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
千
７
百
67
万
７
千
円
を
計
上
し

昨
年
度
よ
り
４
．５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的

に
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計

の
総
額
は
、
５
億
２
千
４
百
92
万

１
千
円
で
、31
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
要
因
は
、
建
設
改

良
費
及
び
そ
の
他
資
本
的
支
出
の

減
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）財
政
に
つ
い
て

　
本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
の
確
保
は
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
三
税
等
は

増
収
傾
向
に
あ
り
、
特
に
課
税
開

始
予
定
の
物
件
や
償
却
資
産
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
税
収
が
伸

び
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
公

正
か
つ
適
正
な
課
税
の
も
と
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の

促
進
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
向
け
た
取
組
や
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
催
告
に
応
じ
な
い
納
税
義

務
者
に
対
し
て
は
、
県
税
事
務
所

等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

法
的
措
置
を
講
じ
、
確
実
な
回
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
税
金
の

果
た
す
役
割
と
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
村
民
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
出
前
講
座
や
、
児
童
・

生
徒
へ
の
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
村
の
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
電

子
感
謝
券
の
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
へ
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
事
業
一
覧
や
そ
の
活
用

状
況
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
発

信
、
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
帰

仁
フ
ァ
ン
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
今
帰
仁
村
に
貢
献
し

た
い
」、「
今
帰
仁
村
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
対
す
る
取
組

を
充
実
さ

せ
、
自
主

財
源
の
確

保
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
、
村
民
の
満
足
度
を

高
め
、
村
政
に
対
す
る
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
最

も
身
近
に
接
す
る
行
政
窓
口
で

は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
役
場
に
訪
れ
る
お
客
様

に
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
来
庁
者

の
立
場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
窓
口
だ
け
で
な
く
全
職
員
の

意
識
改
善
を
図
り
、
役
場
全
体
の

接
遇
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
本

部
町
及
び
本
部
町
今
帰
仁
村
清

掃
施
設
組
合
と
連
携
し
、
家
庭

か
ら
の
排
出
ご
み
の
抑
制
、
適

正
な
分
別
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
購
入
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
回
収
業
務

を
適
切
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
外
来
種
で
あ
る
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

の
生
息
地
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
引

き
続
き
駆
除
対
策
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
村

民
へ
の
啓
発
の
た
め
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
生
態
や
特
徴
、
危
険
性
等
に

つ
い
て
情
報
の
周
知
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
や

関
係
機
関
へ
の
財
源
措
置
を
重
ね

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

が
、
産
後
の
身
体
と
心
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
母

子
に
対
し
て
助
産
師
等
に
よ
る
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
に
、
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
が
行
え
る
よ
う
多
様
な
家
庭

の
形
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
胎
児
期
か
ら
就
学
前
の
子
育

て
時
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
、
児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
、
今
帰
仁
村
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
基
金
」
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧

困
や
児
童
虐
待
等
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
継
続
し
て
子
ど
も

応
援
支
援
員
を
配
置
し
、
対
象
児

童
や
対
象
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
気

に
な
る
世
帯
へ
の
早
期
介
入
と
効

果
的
か
つ
適
切
な
支
援
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
母
子
父
子
等
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
お
け
る
育
児
に
係

る
様
々
な
困
り
感
や
相
談
に
対
し
、

村
母
子
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）地
域
に
お
け
る
福
祉
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
で
支
え
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
母
子

等
の
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
体
制
が
密
に
連
携
し
た

地
域
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
独
居
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
「
要
援
護
者
避
難
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
等
の
避
難
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
令
和
２
年
１
月
末
現
在
32
．

４
％
と
年
々
上
昇
し
、
高
齢
者
を

と
り
巻
く
課
題
も
深
刻
か
つ
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
認
知
症
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
部
警
察
署
や

関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
認

知
症
等
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
期

を
迎
え
た
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、

積
極
的
に
社
会
参
加
の
で
き
る
希

望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
継
続
し
て
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
）障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　
第
３
期
障
害
者
計
画
及
び
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害

児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
相
談
や
生
活
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
並
び
に
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の

実
情
に
応

じ
た
見
直

し
を
行
い
、

支
援
体
制

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
帰
仁
村
健
康
長
寿
む
ら
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
村
民
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
も

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
月
第
１
日
曜
日
の
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
に
は
、
村
民
参
加
型

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し

て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
が
主
体

と
な
っ
て
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
10
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
対
策
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
予
防
に
係
る
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
等
、
村
行
政
の
適
正
運
営

を
図
る
目
的
で
今
帰
仁
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
や
沖
縄
県
、

行
政
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
村
民
等
へ
の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
見
直
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
繰
上

充
用
金
が
発
生
す
る
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
数
値
に
基
づ

い
た
保
健
指
導
の
実
施
、
早
期
発

見
で
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
国
保

運
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
運
営
主
体
の
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
村
内
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
12
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
災

害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設
の

導
入
推
進
事
業
」
の
継
続
採
択
に

向
け
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
、

安
定
的
に
消
費
者
や
市
場
へ
供
給

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
台
風
等
で
被
害
を
受

け
た
農
家
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
活

用
し
た
「
国
営
羽
地
大
川
土
地
改

良
区
勢
理
客
地
区
畑
地
か
ん
が
い

事
業 

農
業
用
用
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
天
底
第
２
地
区
、
湧
川
地
区
の

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
令
和
３
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
推
進
事
業
」
等
の
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
解
消
等
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
農
地
利
用

の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
降
雨
時
等

に
よ
る
農
地
か
ら
の
耕
土
流
出
防

止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農

家
の
営
農
意
欲
減
退
な
ど
の
深
刻

な
影
響
を
及
ば
す
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
被
害
対
策
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
部
地
区
関
係
機
関
と
連
携
し

広
域
的
駆
除
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
低
農
薬
・
減
農
薬
に
向
け
た
取

組
や
病
害
虫
に
対
す
る
天
敵
を
用

い
た
「
生
物
的
防
除
」
を
継
続
し

て
進
め
、
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
減
農
薬
栽
培
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
13
）畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

　
村
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
連
携
の
も
と
、
和
牛
改

良
増
殖
に
必
要
な
事
業
を
推
進

し
、
更
な
る
和
牛
生
産
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
安
定
し
た
農

業
経
営
の
確
立
と
、
子
牛
の
高

値
安
定
で
の
取
引
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
優
良
繁
殖

雌
牛
を
導
入
す
る
際
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

肉
用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
改

良
推
進
事
業
を
活
用
し
た
ゲ
ノ

ム
育
種
価
分
析
等
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

優
良
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
産
農
家
と
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
肉
用
牛
・
山
羊
の
畜
産
共

進
会
は
、
生
産
者
間
の
情
報
交
換

並
び
に
技
術
習
得
、
畜
産
経
営
に

お
け
る
飼
養
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
、
本
村
の
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
沖
縄
県
中
部
で
発
生

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
な
ど
の
伝
染

病
は
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
状
況

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

と
行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
が

密
に
連
携

し
、
防
疫

体
制
の
構

築
を
図
り

伝
染
病
予

防
対
策
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
14
）林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
分
野
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
が
乙
羽
岳
森
林

公
園
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、
乙
羽
岳
森
林
公
園

施
設
の
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
15
）水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
よ
り
良
い
漁
場
形
成
を
図
る

た
め
、
回
遊
魚
の
習
性
を
利
用

し
効
率
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
層
型
浮
漁
礁
は
、
漁

場
探
索
時
間
・
操
業
時
間
の
大

幅
な
短
縮
と
、
漁
船
燃
油
の
消

費
節
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
本
村
で
も
地
先

海
域
に
整
備
、
敷
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
整
備
、
敷

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る

機
能
低
下
等
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
「
水

産
環
境
整
備
事
業
」
を
活
用
し

本
村
が
管
理
す
る
中
層
浮
漁
礁

の
更
新
に
係
る
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
者
の
就
労
環
境
改
善
を
図

る
た
め
、「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
浮
桟
橋
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
を
機
動
的
に

行
い
、
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

や
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
定
し

た
漁
獲
量
維
持
な
ど
を
図
る
た

め
、今
後
も
漁
業
組
合
と
連
携
し
、

引
き
続
き
ウ
ニ
放
流
事
業
、
禁
漁

区
域
設
定
及
び
漁
期
を
設
け
る
資

源
管
理
型
漁
業
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
16
）商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
に
進

み
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
特
に
外

国
人
に
関
し
て
は
、
本
部
港
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
運
用

開
始
予
定
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
に
は
更
な
る
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
新
た
な
観
光
需
要
が
期
待

さ
れ
る
な
か
、「
北
部
連
携
促
進

事
業
」
を
継
続
活
用
し
、
観
光

拠
点
施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
、

観
光
客
数
増
加
、
飲
食
店
や
直

売
店
の
強
化
に
よ
る
経
済
効
果
・

雇
用
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誘
客
及
び
宣
伝
の
強
化
を
図

る
た
め
、
観
光
力
基
盤
強
化
事

業
を
活
用
し
た
各
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
環
境
保
全
美
化
推
進

事
業
を
活
用
し
た
村
内
観
光
地

の
環
境
美
化
作
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
魅
力
あ
る
地
域

資
源
や
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
教
育
民
泊
事
業
者
の
受
入
れ

態
勢
を
整
え
誘
致
活
動
を
行
い
、

着
地
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

着
地
型
観
光
振
興
事
業
も
継
続
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た
商
業

施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
村

商
工
会
や
村
観
光
協
会
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
共
有
に

努
め
、
商
工
業
並
び
に
第
３
次
今

帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画

に
基
づ
く
観
光
の
振
興
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
17
）建
設
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、

村
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交

通
安
全
対
策
、
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
農
村
集

落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
西
地

区
、
村
道
与
那
嶺
線
改
良
事
業
、

村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改
築

事
業
、
村
道
越
地
与
比
地
小
浜

原
線
改
良
事
業
、
村
営
湧
川
第

２
団
地
新
築
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
で

今
帰
仁
城
跡
周
辺
環
境
整
備
事

業
、
環
境
保
全
美
化
推
進
事
業
、

景
観
形
成
強
化
事
業
、
観
光
力

基
盤
強
化
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
18
）水
道
事
業
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
目
的
で
「
今
帰
仁
村
水

道
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今

後
も
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
更
新
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が
ら
見

直
し
を
行
い
、
維
持
管
理
経
費
な

ど
経
費
全
般
に
つ
い
て
も
検
証
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
経
営
の

合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
19
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
事
業
を
開
始
し
、
現
在
５
名
が

給
付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
２
年

度
も
新
た
に
３
名
に
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
等
へ
入
学
す
る
学

生
の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る

費
用
の
支
弁
が
困
難
な
方
へ
の
入

学
準
備
金
の
貸
付
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
20
）北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

　
本
村
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
と
人
格
形
成
を
め

ざ
し
、
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
を

充
実
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
北
山

学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
と
自

己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通

し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動

や
各
教
科
等
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
核
に
据
え
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
21
）豊
か
な
心
を
培
う
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳

教
育
や
特
別
活
動
を
充
実
さ
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
た
心
の
教
育
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
22
）確
か
な
学
力
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力

を
培
い
、「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、「
学
校
で

の
学
び
」
と
「
実
社
会
」
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
、
主
体

的
な
学
び
を
形
成
し
、「
夢
や
希

望
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
23
）た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育

む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

は
、生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
基
礎
を
培
う
観
点
に

立
ち
、
自
ら
積
極
的
に
運
動
に
親

し
む
意
欲
や
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
な
体
力

の
向
上
を
促
す
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
、
よ
り
高

い
水
準
の
技
能
や
目
標
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
な
が
ら
学
校
と
連

携
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
24
）学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
に
つ
い
て

　「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
推
進
し
、村
内
小・中
学
校
で「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
と
教
育
を
つ
な
ぎ

本
村
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
と
し

て
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
25
）学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

　
特
色
あ
る
学
校
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
、
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
導
入
の
検
討
や
、
地
域
学
校
協

働
活
動
等
を
通
し
、
学
校
教
育
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
支
援
員
を
配
置
し
積
極

的
な
支
援
と
個
に
応
じ
た
指
導
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
26
）幼
保
連
携
に
つ
い
て

　
本
村
の
乳
幼
児
期
の
「
育
ち
」

と
「
学
び
」
を
支
え
る
新
た
な
拠

点
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
が
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
開
園
し
ま
す
。

　
本
村
の
５
歳
児
保
育
の
定
員
増

や
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼

稚
園
児
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
、

保
育
標
準
時
間
を
超
え
た
延
長
保

育
の
実
施
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
受
け
入
れ
等
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
村
内
の
民
間
保
育

園
等
へ
の
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」

や
「
保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
」
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、
保

育
士
の
離
職
防
止
と
保
育
士
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
27
）家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
情
緒
を
安
定
さ
せ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
・

地
域
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
運
動
」

及
び
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

徒
歩
登
校
」
を
引
き
続
き
推
進
・

推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
実
現
「
親
の
ま
な
び

あ
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
「
家

〜
な
れ
〜
」運
動
を
推
奨
し
、家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
28
）社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
や
村
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座

等
を
開
催
し
、
社
会
教
育
の
振
興

と
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ん
ぱ
く
自
然

体
験
塾
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
は
、
特
に
親
子
連

れ
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

絵
本
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
図
書
館
便
り
の
発
行
や

講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
29
）社
会
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
村
体
育
協
会
及

び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ナ
ス
ク
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
施
設
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
県
内
外
か
ら

の
誘
客
及
び
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
村
民
の
健
康
増
進
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
30
）青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
中
で
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
青
年
会
、
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
と
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
展

開
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
、
山
形
県
酒
田
市
の
児
童
と

の
交
流
事
業
「
今
帰
仁
村
ふ
れ
あ

い
少
年
の
翼
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し
た
知

名
町
・
和
泊
町
と
北
山
文
化
や
歴

史
を
共
有
し
認
識
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
や

誇
り
を
高

め
る
た
め

に
児
童
生

徒
の
相
互

交
流
に
つ

い
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
31
）文
化
財
行
政
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
を
は

じ
め
と
し
た
村
内
文
化
財
の
調
査
・

保
存
・
活
用
及
び
修
復
を
推
進
し

45 (2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
の
常
設
展
示
や
企
画
展
示

と
い
っ
た
学
習
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村

今
泊
フ
ク
ギ
屋
敷
林
と
集
落
景
観
」

の
文
化
的
、
歴
史
的
価
値
を
村
内

外
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
村
の
更
な
る
発
展
と
誰
も
が

住
み
や
す
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
９
日

今
帰
仁
村
長 

喜
屋
武 

治
樹



は
じ
め
に

　
令
和
２
年
第
１
回
今
帰
仁
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
所
信
の
一
端
を
表
明
し
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
８
月
に
今
帰

仁
村
長
に
就
任
以
来
、
常
に
「
今

帰
仁
村
」
と
い
う
地
名
を
村
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
精
力
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
」、「
古

宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

in
今
帰
仁
村
」、「
今
帰
仁
ま
つ
り
」、

「
い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
来
訪

者
も
多
く
、
今
後
の
観
光
振
興
に

も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
古
宇
利
大
橋
、

平
成
22
年
の
ワ
ル
ミ
大
橋
開
通

に
よ
り
海
洋
博
記
念
公
園
か
ら

古
宇
利
島
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
来
訪
者

も
格
段
に
増
え
、
橋
上
か
ら
見

る
海
の
景
観
は
県
内
屈
指
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
「
古
宇
利
島
観
光
拠
点
施

設
」
と
並
行
し
て
、
昨
年
12
月

に
は
琉
球
銀
行
・
村
商
工
会
・

村
観
光
協
会
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
又
、

村
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
と
並
び
本
村
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

も
、
安
定
し
た
生
産
を
図
る
た
め

の
栽
培
施
設
導
入
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
策
、
農
業
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
の
奨
励

や
、
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
な
ど
広
い
範
囲
で
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
村
民
と
協
働
の
村
づ

く
り
を
念
頭
に
お
き
、「
と
び
だ
せ

村
長
室
」
や
「
む
ら
づ
く
り
出
前

講
座
」
と
い
っ
た
村
民
の
皆
様
の

声
を
直
に
聞
け
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
行
政

運
営
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

重
点
施
策

（
１
）新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
基
に
基
本

設
計
を
経
て
実
施
設
計
へ
と
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
庁

舎
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
村
に
と
っ
て
の
財
産
は
、
子
供

た
ち
で
す
。
村
の
優
秀
な
子
供
た

ち
が
経
済
的
理
由
で
学
び
の
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
継
続
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と
す
る

「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
の
開
園
に
伴
い
、
家

庭
保
育
世
帯
を
含
め
た
多
様
な
保

育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更
な
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）人
材
育
成
に
つ
い
て

　「
人
材
を
以
っ
て
資
源
と
な
す
」

を
是
と
し
、
教
育
立
村
構
築
の
為
、

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
自
ら
の
生
き
方
、

在
り
方
を
充
実
さ
せ
る
取
組
を
展

開
し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
社
会
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
山
高
校
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
公
営
塾
に
よ
り
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
向
上
す
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
は
こ
れ
ま
で
、
さ

と
う
き
び
や
パ
イ
ン
の
生
産
に
加

え
、
施
設
園
芸
の
確
立
や
農
家
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
、
ス
イ
カ
、

輪
菊
、
小
菊
、
マ
ン
ゴ
ー
、
肉
用

牛
（
子
牛
）
な
ど
が
農
林
水
産
戦

略
品
目
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
面
だ
け
で
な
く
、
農
業
が
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

や
地
域
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
面

的
機
能
の
面
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
は
本
村
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
産
業

と
一
体
的
に
振
興
を
図
る
「
積
み

上
げ
方
式
」
で
の
自
立
、
発
展
を

目
指
し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
農
業
振

興
諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
６
）第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
村
の
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
６
年
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
村
の
人
口
増
加
に
向

け
た
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
村
内
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
移

住
を
計
画
し
、
移
住
希
望
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
定
住
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）北
部
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
継
続
事
業

の
村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改

築
事
業
や
村
営
湧
川
第
２
団
地

新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
本
部
半
島
・
伊

江
島
エ
リ
ア
観
光
促
進
事
業
（
古

宇
利
観
光
拠
点
施
設
整
備
）」
に

て
便
益
施
設
、
駐
車
場
整
備
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）児
童
生
徒
文
学
賞
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
に
「
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
・
文
章
力
を
育
む

機
会
」
を
目
的
に
「
第
１
回
な

き
じ
ん
児
童
生
徒
文
学
賞
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
で
想
像
力
あ
ふ
れ
る

内
容
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の
想

像
力
・
文

章
力
を
高

め
る
た
め

に
本
事
業

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
非

核
宣
言
の
村
と
し
て
平
和
に
つ
い

て
学
習
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

村
政
運
営

（
１
）当
初
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
51
億
４
千
６
百
46

万
２
千
円
で
対
前
年
度
比
０
．４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
委
託
業

務
や
本
部
半
島
・
伊
江
島
エ
リ
ア

観
光
促
進
事
業
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
財
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
経
費
支
出
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
今
後

と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額
17

億
３
千
４
百
57
万
円
を
計
上
し
、

昨
年
度
よ
り
15
．６
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
庁
内

横
断
的
に
業
務
を
進
め
健
全
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
千
７
百
67
万
７
千
円
を
計
上
し

昨
年
度
よ
り
４
．５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的

に
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計

の
総
額
は
、
５
億
２
千
４
百
92
万

１
千
円
で
、31
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
要
因
は
、
建
設
改

良
費
及
び
そ
の
他
資
本
的
支
出
の

減
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）財
政
に
つ
い
て

　
本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
の
確
保
は
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
三
税
等
は

増
収
傾
向
に
あ
り
、
特
に
課
税
開

始
予
定
の
物
件
や
償
却
資
産
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
税
収
が
伸

び
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
公

正
か
つ
適
正
な
課
税
の
も
と
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の

促
進
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
向
け
た
取
組
や
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
催
告
に
応
じ
な
い
納
税
義

務
者
に
対
し
て
は
、
県
税
事
務
所

等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

法
的
措
置
を
講
じ
、
確
実
な
回
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
税
金
の

果
た
す
役
割
と
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
村
民
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
出
前
講
座
や
、
児
童
・

生
徒
へ
の
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
村
の
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
電

子
感
謝
券
の
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
へ
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
事
業
一
覧
や
そ
の
活
用

状
況
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
発

信
、
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
帰

仁
フ
ァ
ン
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
今
帰
仁
村
に
貢
献
し

た
い
」、「
今
帰
仁
村
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
対
す
る
取
組

を
充
実
さ

せ
、
自
主

財
源
の
確

保
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
、
村
民
の
満
足
度
を

高
め
、
村
政
に
対
す
る
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
最

も
身
近
に
接
す
る
行
政
窓
口
で

は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
役
場
に
訪
れ
る
お
客
様

に
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
来
庁
者

の
立
場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
窓
口
だ
け
で
な
く
全
職
員
の

意
識
改
善
を
図
り
、
役
場
全
体
の

接
遇
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
本

部
町
及
び
本
部
町
今
帰
仁
村
清

掃
施
設
組
合
と
連
携
し
、
家
庭

か
ら
の
排
出
ご
み
の
抑
制
、
適

正
な
分
別
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
購
入
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
回
収
業
務

を
適
切
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
外
来
種
で
あ
る
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

の
生
息
地
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
引

き
続
き
駆
除
対
策
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
村

民
へ
の
啓
発
の
た
め
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
生
態
や
特
徴
、
危
険
性
等
に

つ
い
て
情
報
の
周
知
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
や

関
係
機
関
へ
の
財
源
措
置
を
重
ね

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

が
、
産
後
の
身
体
と
心
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
母

子
に
対
し
て
助
産
師
等
に
よ
る
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
に
、
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
が
行
え
る
よ
う
多
様
な
家
庭

の
形
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
胎
児
期
か
ら
就
学
前
の
子
育

て
時
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
、
児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
、
今
帰
仁
村
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
基
金
」
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧

困
や
児
童
虐
待
等
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
継
続
し
て
子
ど
も

応
援
支
援
員
を
配
置
し
、
対
象
児

童
や
対
象
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
気

に
な
る
世
帯
へ
の
早
期
介
入
と
効

果
的
か
つ
適
切
な
支
援
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
母
子
父
子
等
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
お
け
る
育
児
に
係

る
様
々
な
困
り
感
や
相
談
に
対
し
、

村
母
子
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）地
域
に
お
け
る
福
祉
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
で
支
え
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
母
子

等
の
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
体
制
が
密
に
連
携
し
た

地
域
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
独
居
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
「
要
援
護
者
避
難
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
等
の
避
難
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
令
和
２
年
１
月
末
現
在
32
．

４
％
と
年
々
上
昇
し
、
高
齢
者
を

と
り
巻
く
課
題
も
深
刻
か
つ
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
認
知
症
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
部
警
察
署
や

関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
認

知
症
等
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
期

を
迎
え
た
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、

積
極
的
に
社
会
参
加
の
で
き
る
希

望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
継
続
し
て
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
）障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　
第
３
期
障
害
者
計
画
及
び
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害

児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
相
談
や
生
活
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
並
び
に
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の

実
情
に
応

じ
た
見
直

し
を
行
い
、

支
援
体
制

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
帰
仁
村
健
康
長
寿
む
ら
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
村
民
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
も

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
月
第
１
日
曜
日
の
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
に
は
、
村
民
参
加
型

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し

て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
が
主
体

と
な
っ
て
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
10
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
対
策
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
予
防
に
係
る
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
等
、
村
行
政
の
適
正
運
営

を
図
る
目
的
で
今
帰
仁
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
や
沖
縄
県
、

行
政
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
村
民
等
へ
の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
見
直
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
繰
上

充
用
金
が
発
生
す
る
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
数
値
に
基
づ

い
た
保
健
指
導
の
実
施
、
早
期
発

見
で
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
国
保

運
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
運
営
主
体
の
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
村
内
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
12
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
災

害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設
の

導
入
推
進
事
業
」
の
継
続
採
択
に

向
け
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
、

安
定
的
に
消
費
者
や
市
場
へ
供
給

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
台
風
等
で
被
害
を
受

け
た
農
家
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
活

用
し
た
「
国
営
羽
地
大
川
土
地
改

良
区
勢
理
客
地
区
畑
地
か
ん
が
い

事
業 

農
業
用
用
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
天
底
第
２
地
区
、
湧
川
地
区
の

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
令
和
３
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
推
進
事
業
」
等
の
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
解
消
等
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
農
地
利
用

の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
降
雨
時
等

に
よ
る
農
地
か
ら
の
耕
土
流
出
防

止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農

家
の
営
農
意
欲
減
退
な
ど
の
深
刻

な
影
響
を
及
ば
す
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
被
害
対
策
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
部
地
区
関
係
機
関
と
連
携
し

広
域
的
駆
除
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
低
農
薬
・
減
農
薬
に
向
け
た
取

組
や
病
害
虫
に
対
す
る
天
敵
を
用

い
た
「
生
物
的
防
除
」
を
継
続
し

て
進
め
、
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
減
農
薬
栽
培
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
13
）畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

　
村
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
連
携
の
も
と
、
和
牛
改

良
増
殖
に
必
要
な
事
業
を
推
進

し
、
更
な
る
和
牛
生
産
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
安
定
し
た
農

業
経
営
の
確
立
と
、
子
牛
の
高

値
安
定
で
の
取
引
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
優
良
繁
殖

雌
牛
を
導
入
す
る
際
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

肉
用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
改

良
推
進
事
業
を
活
用
し
た
ゲ
ノ

ム
育
種
価
分
析
等
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

優
良
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
産
農
家
と
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
肉
用
牛
・
山
羊
の
畜
産
共

進
会
は
、
生
産
者
間
の
情
報
交
換

並
び
に
技
術
習
得
、
畜
産
経
営
に

お
け
る
飼
養
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
、
本
村
の
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
沖
縄
県
中
部
で
発
生

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
な
ど
の
伝
染

病
は
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
状
況

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

と
行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
が

密
に
連
携

し
、
防
疫

体
制
の
構

築
を
図
り

伝
染
病
予

防
対
策
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
14
）林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
分
野
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
が
乙
羽
岳
森
林

公
園
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、
乙
羽
岳
森
林
公
園

施
設
の
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
15
）水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
よ
り
良
い
漁
場
形
成
を
図
る

た
め
、
回
遊
魚
の
習
性
を
利
用

し
効
率
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
層
型
浮
漁
礁
は
、
漁

場
探
索
時
間
・
操
業
時
間
の
大

幅
な
短
縮
と
、
漁
船
燃
油
の
消

費
節
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
本
村
で
も
地
先

海
域
に
整
備
、
敷
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
整
備
、
敷

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る

機
能
低
下
等
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
「
水

産
環
境
整
備
事
業
」
を
活
用
し

本
村
が
管
理
す
る
中
層
浮
漁
礁

の
更
新
に
係
る
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
者
の
就
労
環
境
改
善
を
図

る
た
め
、「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
浮
桟
橋
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
を
機
動
的
に

行
い
、
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

や
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
定
し

た
漁
獲
量
維
持
な
ど
を
図
る
た

め
、今
後
も
漁
業
組
合
と
連
携
し
、

引
き
続
き
ウ
ニ
放
流
事
業
、
禁
漁

区
域
設
定
及
び
漁
期
を
設
け
る
資

源
管
理
型
漁
業
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
16
）商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
に
進

み
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
特
に
外

国
人
に
関
し
て
は
、
本
部
港
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
運
用

開
始
予
定
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
に
は
更
な
る
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
新
た
な
観
光
需
要
が
期
待

さ
れ
る
な
か
、「
北
部
連
携
促
進

事
業
」
を
継
続
活
用
し
、
観
光

拠
点
施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
、

観
光
客
数
増
加
、
飲
食
店
や
直

売
店
の
強
化
に
よ
る
経
済
効
果
・

雇
用
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誘
客
及
び
宣
伝
の
強
化
を
図

る
た
め
、
観
光
力
基
盤
強
化
事

業
を
活
用
し
た
各
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
環
境
保
全
美
化
推
進

事
業
を
活
用
し
た
村
内
観
光
地

の
環
境
美
化
作
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
魅
力
あ
る
地
域

資
源
や
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
教
育
民
泊
事
業
者
の
受
入
れ

態
勢
を
整
え
誘
致
活
動
を
行
い
、

着
地
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

着
地
型
観
光
振
興
事
業
も
継
続
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た
商
業

施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
村

商
工
会
や
村
観
光
協
会
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
共
有
に

努
め
、
商
工
業
並
び
に
第
３
次
今

帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画

に
基
づ
く
観
光
の
振
興
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
17
）建
設
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、

村
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交

通
安
全
対
策
、
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
農
村
集

落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
西
地

区
、
村
道
与
那
嶺
線
改
良
事
業
、

村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改
築

事
業
、
村
道
越
地
与
比
地
小
浜

原
線
改
良
事
業
、
村
営
湧
川
第

２
団
地
新
築
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
で

今
帰
仁
城
跡
周
辺
環
境
整
備
事

業
、
環
境
保
全
美
化
推
進
事
業
、

景
観
形
成
強
化
事
業
、
観
光
力

基
盤
強
化
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
18
）水
道
事
業
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
目
的
で
「
今
帰
仁
村
水

道
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今

後
も
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
更
新
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が
ら
見

直
し
を
行
い
、
維
持
管
理
経
費
な

ど
経
費
全
般
に
つ
い
て
も
検
証
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
経
営
の

合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
19
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
事
業
を
開
始
し
、
現
在
５
名
が

給
付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
２
年

度
も
新
た
に
３
名
に
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
等
へ
入
学
す
る
学

生
の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る

費
用
の
支
弁
が
困
難
な
方
へ
の
入

学
準
備
金
の
貸
付
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
20
）北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

　
本
村
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
と
人
格
形
成
を
め

ざ
し
、
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
を

充
実
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
北
山

学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
と
自

己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通

し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動

や
各
教
科
等
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
核
に
据
え
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
21
）豊
か
な
心
を
培
う
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳

教
育
や
特
別
活
動
を
充
実
さ
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
た
心
の
教
育
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
22
）確
か
な
学
力
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力

を
培
い
、「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、「
学
校
で

の
学
び
」
と
「
実
社
会
」
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
、
主
体

的
な
学
び
を
形
成
し
、「
夢
や
希

望
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
23
）た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育

む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

は
、生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
基
礎
を
培
う
観
点
に

立
ち
、
自
ら
積
極
的
に
運
動
に
親

し
む
意
欲
や
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
な
体
力

の
向
上
を
促
す
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
、
よ
り
高

い
水
準
の
技
能
や
目
標
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
な
が
ら
学
校
と
連

携
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
24
）学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
に
つ
い
て

　「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
推
進
し
、村
内
小・中
学
校
で「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
と
教
育
を
つ
な
ぎ

本
村
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
と
し

て
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
25
）学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

　
特
色
あ
る
学
校
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
、
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
導
入
の
検
討
や
、
地
域
学
校
協

働
活
動
等
を
通
し
、
学
校
教
育
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
支
援
員
を
配
置
し
積
極

的
な
支
援
と
個
に
応
じ
た
指
導
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
26
）幼
保
連
携
に
つ
い
て

　
本
村
の
乳
幼
児
期
の
「
育
ち
」

と
「
学
び
」
を
支
え
る
新
た
な
拠

点
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
が
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
開
園
し
ま
す
。

　
本
村
の
５
歳
児
保
育
の
定
員
増

や
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼

稚
園
児
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
、

保
育
標
準
時
間
を
超
え
た
延
長
保

育
の
実
施
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
受
け
入
れ
等
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
村
内
の
民
間
保
育

園
等
へ
の
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」

や
「
保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
」
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、
保

育
士
の
離
職
防
止
と
保
育
士
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
27
）家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
情
緒
を
安
定
さ
せ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
・

地
域
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
運
動
」

及
び
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

徒
歩
登
校
」
を
引
き
続
き
推
進
・

推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
実
現
「
親
の
ま
な
び

あ
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
「
家

〜
な
れ
〜
」運
動
を
推
奨
し
、家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
28
）社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
や
村
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座

等
を
開
催
し
、
社
会
教
育
の
振
興

と
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ん
ぱ
く
自
然

体
験
塾
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
は
、
特
に
親
子
連

れ
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

絵
本
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
図
書
館
便
り
の
発
行
や

講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
29
）社
会
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
村
体
育
協
会
及

び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ナ
ス
ク
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
施
設
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
県
内
外
か
ら

の
誘
客
及
び
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
村
民
の
健
康
増
進
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
30
）青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
中
で
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
青
年
会
、
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
と
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
展

開
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
、
山
形
県
酒
田
市
の
児
童
と

の
交
流
事
業
「
今
帰
仁
村
ふ
れ
あ

い
少
年
の
翼
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し
た
知

名
町
・
和
泊
町
と
北
山
文
化
や
歴

史
を
共
有
し
認
識
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
や

誇
り
を
高

め
る
た
め

に
児
童
生

徒
の
相
互

交
流
に
つ

い
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
31
）文
化
財
行
政
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
を
は

じ
め
と
し
た
村
内
文
化
財
の
調
査
・

保
存
・
活
用
及
び
修
復
を
推
進
し

45 (2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
の
常
設
展
示
や
企
画
展
示

と
い
っ
た
学
習
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村

今
泊
フ
ク
ギ
屋
敷
林
と
集
落
景
観
」

の
文
化
的
、
歴
史
的
価
値
を
村
内

外
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
村
の
更
な
る
発
展
と
誰
も
が

住
み
や
す
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
９
日

今
帰
仁
村
長 

喜
屋
武 

治
樹



は
じ
め
に

　
令
和
２
年
第
１
回
今
帰
仁
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
所
信
の
一
端
を
表
明
し
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
８
月
に
今
帰

仁
村
長
に
就
任
以
来
、
常
に
「
今

帰
仁
村
」
と
い
う
地
名
を
村
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
精
力
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
」、「
古

宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

in
今
帰
仁
村
」、「
今
帰
仁
ま
つ
り
」、

「
い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
来
訪

者
も
多
く
、
今
後
の
観
光
振
興
に

も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
古
宇
利
大
橋
、

平
成
22
年
の
ワ
ル
ミ
大
橋
開
通

に
よ
り
海
洋
博
記
念
公
園
か
ら

古
宇
利
島
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
来
訪
者

も
格
段
に
増
え
、
橋
上
か
ら
見

る
海
の
景
観
は
県
内
屈
指
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
「
古
宇
利
島
観
光
拠
点
施

設
」
と
並
行
し
て
、
昨
年
12
月

に
は
琉
球
銀
行
・
村
商
工
会
・

村
観
光
協
会
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
又
、

村
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
と
並
び
本
村
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

も
、
安
定
し
た
生
産
を
図
る
た
め

の
栽
培
施
設
導
入
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
策
、
農
業
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
の
奨
励

や
、
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
な
ど
広
い
範
囲
で
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
村
民
と
協
働
の
村
づ

く
り
を
念
頭
に
お
き
、「
と
び
だ
せ

村
長
室
」
や
「
む
ら
づ
く
り
出
前

講
座
」
と
い
っ
た
村
民
の
皆
様
の

声
を
直
に
聞
け
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
行
政

運
営
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

重
点
施
策

（
１
）新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
基
に
基
本

設
計
を
経
て
実
施
設
計
へ
と
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
庁

舎
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
村
に
と
っ
て
の
財
産
は
、
子
供

た
ち
で
す
。
村
の
優
秀
な
子
供
た

ち
が
経
済
的
理
由
で
学
び
の
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
継
続
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と
す
る

「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
の
開
園
に
伴
い
、
家

庭
保
育
世
帯
を
含
め
た
多
様
な
保

育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更
な
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）人
材
育
成
に
つ
い
て

　「
人
材
を
以
っ
て
資
源
と
な
す
」

を
是
と
し
、
教
育
立
村
構
築
の
為
、

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
自
ら
の
生
き
方
、

在
り
方
を
充
実
さ
せ
る
取
組
を
展

開
し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
社
会
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
山
高
校
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
公
営
塾
に
よ
り
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
向
上
す
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
は
こ
れ
ま
で
、
さ

と
う
き
び
や
パ
イ
ン
の
生
産
に
加

え
、
施
設
園
芸
の
確
立
や
農
家
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
、
ス
イ
カ
、

輪
菊
、
小
菊
、
マ
ン
ゴ
ー
、
肉
用

牛
（
子
牛
）
な
ど
が
農
林
水
産
戦

略
品
目
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
面
だ
け
で
な
く
、
農
業
が
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

や
地
域
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
面

的
機
能
の
面
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
は
本
村
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
産
業

と
一
体
的
に
振
興
を
図
る
「
積
み

上
げ
方
式
」
で
の
自
立
、
発
展
を

目
指
し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
農
業
振

興
諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
６
）第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
村
の
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
６
年
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
村
の
人
口
増
加
に
向

け
た
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
村
内
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
移

住
を
計
画
し
、
移
住
希
望
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
定
住
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）北
部
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
継
続
事
業

の
村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改

築
事
業
や
村
営
湧
川
第
２
団
地

新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
本
部
半
島
・
伊

江
島
エ
リ
ア
観
光
促
進
事
業
（
古

宇
利
観
光
拠
点
施
設
整
備
）」
に

て
便
益
施
設
、
駐
車
場
整
備
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）児
童
生
徒
文
学
賞
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
に
「
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
・
文
章
力
を
育
む

機
会
」
を
目
的
に
「
第
１
回
な

き
じ
ん
児
童
生
徒
文
学
賞
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
で
想
像
力
あ
ふ
れ
る

内
容
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の
想

像
力
・
文

章
力
を
高

め
る
た
め

に
本
事
業

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
非

核
宣
言
の
村
と
し
て
平
和
に
つ
い

て
学
習
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

村
政
運
営

（
１
）当
初
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
51
億
４
千
６
百
46

万
２
千
円
で
対
前
年
度
比
０
．４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
委
託
業

務
や
本
部
半
島
・
伊
江
島
エ
リ
ア

観
光
促
進
事
業
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
財
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
経
費
支
出
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
今
後

と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額
17

億
３
千
４
百
57
万
円
を
計
上
し
、

昨
年
度
よ
り
15
．６
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
庁
内

横
断
的
に
業
務
を
進
め
健
全
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
千
７
百
67
万
７
千
円
を
計
上
し

昨
年
度
よ
り
４
．５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的

に
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計

の
総
額
は
、
５
億
２
千
４
百
92
万

１
千
円
で
、31
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
要
因
は
、
建
設
改

良
費
及
び
そ
の
他
資
本
的
支
出
の

減
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）財
政
に
つ
い
て

　
本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
の
確
保
は
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
三
税
等
は

増
収
傾
向
に
あ
り
、
特
に
課
税
開

始
予
定
の
物
件
や
償
却
資
産
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
税
収
が
伸

び
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
公

正
か
つ
適
正
な
課
税
の
も
と
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の

促
進
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
向
け
た
取
組
や
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
催
告
に
応
じ
な
い
納
税
義

務
者
に
対
し
て
は
、
県
税
事
務
所

等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

法
的
措
置
を
講
じ
、
確
実
な
回
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
税
金
の

果
た
す
役
割
と
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
村
民
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
出
前
講
座
や
、
児
童
・

生
徒
へ
の
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
村
の
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
電

子
感
謝
券
の
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
へ
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
事
業
一
覧
や
そ
の
活
用

状
況
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
発

信
、
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
帰

仁
フ
ァ
ン
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
今
帰
仁
村
に
貢
献
し

た
い
」、「
今
帰
仁
村
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
対
す
る
取
組

を
充
実
さ

せ
、
自
主

財
源
の
確

保
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
、
村
民
の
満
足
度
を

高
め
、
村
政
に
対
す
る
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
最

も
身
近
に
接
す
る
行
政
窓
口
で

は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
役
場
に
訪
れ
る
お
客
様

に
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
来
庁
者

の
立
場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
窓
口
だ
け
で
な
く
全
職
員
の

意
識
改
善
を
図
り
、
役
場
全
体
の

接
遇
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
本

部
町
及
び
本
部
町
今
帰
仁
村
清

掃
施
設
組
合
と
連
携
し
、
家
庭

か
ら
の
排
出
ご
み
の
抑
制
、
適

正
な
分
別
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
購
入
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
回
収
業
務

を
適
切
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
外
来
種
で
あ
る
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

の
生
息
地
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
引

き
続
き
駆
除
対
策
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
村

民
へ
の
啓
発
の
た
め
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
生
態
や
特
徴
、
危
険
性
等
に

つ
い
て
情
報
の
周
知
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
や

関
係
機
関
へ
の
財
源
措
置
を
重
ね

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

が
、
産
後
の
身
体
と
心
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
母

子
に
対
し
て
助
産
師
等
に
よ
る
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
に
、
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
が
行
え
る
よ
う
多
様
な
家
庭

の
形
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
胎
児
期
か
ら
就
学
前
の
子
育

て
時
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
、
児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
、
今
帰
仁
村
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
基
金
」
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧

困
や
児
童
虐
待
等
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
継
続
し
て
子
ど
も

応
援
支
援
員
を
配
置
し
、
対
象
児

童
や
対
象
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
気

に
な
る
世
帯
へ
の
早
期
介
入
と
効

果
的
か
つ
適
切
な
支
援
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
母
子
父
子
等
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
お
け
る
育
児
に
係

る
様
々
な
困
り
感
や
相
談
に
対
し
、

村
母
子
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）地
域
に
お
け
る
福
祉
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
で
支
え
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
母
子

等
の
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
体
制
が
密
に
連
携
し
た

地
域
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
独
居
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
「
要
援
護
者
避
難
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
等
の
避
難
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
令
和
２
年
１
月
末
現
在
32
．

４
％
と
年
々
上
昇
し
、
高
齢
者
を

と
り
巻
く
課
題
も
深
刻
か
つ
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
認
知
症
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
部
警
察
署
や

関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
認

知
症
等
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
期

を
迎
え
た
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、

積
極
的
に
社
会
参
加
の
で
き
る
希

望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
継
続
し
て
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
）障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　
第
３
期
障
害
者
計
画
及
び
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害

児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
相
談
や
生
活
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
並
び
に
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の

実
情
に
応

じ
た
見
直

し
を
行
い
、

支
援
体
制

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
帰
仁
村
健
康
長
寿
む
ら
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
村
民
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
も

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
月
第
１
日
曜
日
の
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
に
は
、
村
民
参
加
型

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し

て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
が
主
体

と
な
っ
て
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
10
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
対
策
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
予
防
に
係
る
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
等
、
村
行
政
の
適
正
運
営

を
図
る
目
的
で
今
帰
仁
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
や
沖
縄
県
、

行
政
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
村
民
等
へ
の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
見
直
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
繰
上

充
用
金
が
発
生
す
る
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
数
値
に
基
づ

い
た
保
健
指
導
の
実
施
、
早
期
発

見
で
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
国
保

運
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
運
営
主
体
の
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
村
内
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
12
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
災

害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設
の

導
入
推
進
事
業
」
の
継
続
採
択
に

向
け
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
、

安
定
的
に
消
費
者
や
市
場
へ
供
給

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
台
風
等
で
被
害
を
受

け
た
農
家
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
活

用
し
た
「
国
営
羽
地
大
川
土
地
改

良
区
勢
理
客
地
区
畑
地
か
ん
が
い

事
業 

農
業
用
用
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
天
底
第
２
地
区
、
湧
川
地
区
の

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
令
和
３
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
推
進
事
業
」
等
の
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
解
消
等
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
農
地
利
用

の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
降
雨
時
等

に
よ
る
農
地
か
ら
の
耕
土
流
出
防

止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農

家
の
営
農
意
欲
減
退
な
ど
の
深
刻

な
影
響
を
及
ば
す
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
被
害
対
策
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
部
地
区
関
係
機
関
と
連
携
し

広
域
的
駆
除
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
低
農
薬
・
減
農
薬
に
向
け
た
取

組
や
病
害
虫
に
対
す
る
天
敵
を
用

い
た
「
生
物
的
防
除
」
を
継
続
し

て
進
め
、
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
減
農
薬
栽
培
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
13
）畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

　
村
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
連
携
の
も
と
、
和
牛
改

良
増
殖
に
必
要
な
事
業
を
推
進

し
、
更
な
る
和
牛
生
産
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
安
定
し
た
農

業
経
営
の
確
立
と
、
子
牛
の
高

値
安
定
で
の
取
引
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
優
良
繁
殖

雌
牛
を
導
入
す
る
際
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

肉
用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
改

良
推
進
事
業
を
活
用
し
た
ゲ
ノ

ム
育
種
価
分
析
等
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

優
良
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
産
農
家
と
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
肉
用
牛
・
山
羊
の
畜
産
共

進
会
は
、
生
産
者
間
の
情
報
交
換

並
び
に
技
術
習
得
、
畜
産
経
営
に

お
け
る
飼
養
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
、
本
村
の
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
沖
縄
県
中
部
で
発
生

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
な
ど
の
伝
染

病
は
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
状
況

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

と
行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
が

密
に
連
携

し
、
防
疫

体
制
の
構

築
を
図
り

伝
染
病
予

防
対
策
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
14
）林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
分
野
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
が
乙
羽
岳
森
林

公
園
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、
乙
羽
岳
森
林
公
園

施
設
の
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
15
）水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
よ
り
良
い
漁
場
形
成
を
図
る

た
め
、
回
遊
魚
の
習
性
を
利
用

し
効
率
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
層
型
浮
漁
礁
は
、
漁

場
探
索
時
間
・
操
業
時
間
の
大

幅
な
短
縮
と
、
漁
船
燃
油
の
消

費
節
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
本
村
で
も
地
先

海
域
に
整
備
、
敷
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
整
備
、
敷

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る

機
能
低
下
等
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
「
水

産
環
境
整
備
事
業
」
を
活
用
し

本
村
が
管
理
す
る
中
層
浮
漁
礁

の
更
新
に
係
る
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
者
の
就
労
環
境
改
善
を
図

る
た
め
、「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
浮
桟
橋
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
を
機
動
的
に

行
い
、
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

や
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
定
し

た
漁
獲
量
維
持
な
ど
を
図
る
た

め
、今
後
も
漁
業
組
合
と
連
携
し
、

引
き
続
き
ウ
ニ
放
流
事
業
、
禁
漁

区
域
設
定
及
び
漁
期
を
設
け
る
資

源
管
理
型
漁
業
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
16
）商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
に
進

み
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
特
に
外

国
人
に
関
し
て
は
、
本
部
港
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
運
用

開
始
予
定
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
に
は
更
な
る
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
新
た
な
観
光
需
要
が
期
待

さ
れ
る
な
か
、「
北
部
連
携
促
進

事
業
」
を
継
続
活
用
し
、
観
光

拠
点
施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
、

観
光
客
数
増
加
、
飲
食
店
や
直

売
店
の
強
化
に
よ
る
経
済
効
果
・

雇
用
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誘
客
及
び
宣
伝
の
強
化
を
図

る
た
め
、
観
光
力
基
盤
強
化
事

業
を
活
用
し
た
各
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
環
境
保
全
美
化
推
進

事
業
を
活
用
し
た
村
内
観
光
地

の
環
境
美
化
作
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
魅
力
あ
る
地
域

資
源
や
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
教
育
民
泊
事
業
者
の
受
入
れ

態
勢
を
整
え
誘
致
活
動
を
行
い
、

着
地
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

着
地
型
観
光
振
興
事
業
も
継
続
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た
商
業

施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
村

商
工
会
や
村
観
光
協
会
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
共
有
に

努
め
、
商
工
業
並
び
に
第
３
次
今

帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画

に
基
づ
く
観
光
の
振
興
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
17
）建
設
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、

村
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交

通
安
全
対
策
、
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
農
村
集

落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
西
地

区
、
村
道
与
那
嶺
線
改
良
事
業
、

村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改
築

事
業
、
村
道
越
地
与
比
地
小
浜

原
線
改
良
事
業
、
村
営
湧
川
第

２
団
地
新
築
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
で

今
帰
仁
城
跡
周
辺
環
境
整
備
事

業
、
環
境
保
全
美
化
推
進
事
業
、

景
観
形
成
強
化
事
業
、
観
光
力

基
盤
強
化
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
18
）水
道
事
業
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
目
的
で
「
今
帰
仁
村
水

道
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今

後
も
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
更
新
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が
ら
見

直
し
を
行
い
、
維
持
管
理
経
費
な

ど
経
費
全
般
に
つ
い
て
も
検
証
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
経
営
の

合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
19
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
事
業
を
開
始
し
、
現
在
５
名
が

給
付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
２
年

度
も
新
た
に
３
名
に
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
等
へ
入
学
す
る
学

生
の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る

費
用
の
支
弁
が
困
難
な
方
へ
の
入

学
準
備
金
の
貸
付
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
20
）北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

　
本
村
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
と
人
格
形
成
を
め

ざ
し
、
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
を

充
実
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
北
山

学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
と
自

己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通

し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動

や
各
教
科
等
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
核
に
据
え
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
21
）豊
か
な
心
を
培
う
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳

教
育
や
特
別
活
動
を
充
実
さ
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
た
心
の
教
育
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
22
）確
か
な
学
力
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力

を
培
い
、「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、「
学
校
で

の
学
び
」
と
「
実
社
会
」
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
、
主
体

的
な
学
び
を
形
成
し
、「
夢
や
希

望
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
23
）た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育

む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

は
、生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
基
礎
を
培
う
観
点
に

立
ち
、
自
ら
積
極
的
に
運
動
に
親

し
む
意
欲
や
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
な
体
力

の
向
上
を
促
す
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
、
よ
り
高

い
水
準
の
技
能
や
目
標
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
な
が
ら
学
校
と
連

携
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
24
）学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
に
つ
い
て

　「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
推
進
し
、村
内
小・中
学
校
で「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
と
教
育
を
つ
な
ぎ

本
村
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
と
し

て
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
25
）学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

　
特
色
あ
る
学
校
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
、
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
導
入
の
検
討
や
、
地
域
学
校
協

働
活
動
等
を
通
し
、
学
校
教
育
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
支
援
員
を
配
置
し
積
極

的
な
支
援
と
個
に
応
じ
た
指
導
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
26
）幼
保
連
携
に
つ
い
て

　
本
村
の
乳
幼
児
期
の
「
育
ち
」

と
「
学
び
」
を
支
え
る
新
た
な
拠

点
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
が
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
開
園
し
ま
す
。

　
本
村
の
５
歳
児
保
育
の
定
員
増

や
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼

稚
園
児
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
、

保
育
標
準
時
間
を
超
え
た
延
長
保

育
の
実
施
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
受
け
入
れ
等
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
村
内
の
民
間
保
育

園
等
へ
の
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」

や
「
保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
」
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、
保

育
士
の
離
職
防
止
と
保
育
士
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
27
）家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
情
緒
を
安
定
さ
せ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
・

地
域
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
運
動
」

及
び
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

徒
歩
登
校
」
を
引
き
続
き
推
進
・

推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
実
現
「
親
の
ま
な
び

あ
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
「
家

〜
な
れ
〜
」運
動
を
推
奨
し
、家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
28
）社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
や
村
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座

等
を
開
催
し
、
社
会
教
育
の
振
興

と
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ん
ぱ
く
自
然

体
験
塾
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
は
、
特
に
親
子
連

れ
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

絵
本
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
図
書
館
便
り
の
発
行
や

講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
29
）社
会
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
村
体
育
協
会
及

び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ナ
ス
ク
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
施
設
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
県
内
外
か
ら

の
誘
客
及
び
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
村
民
の
健
康
増
進
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
30
）青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
中
で
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
青
年
会
、
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
と
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
展

開
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
、
山
形
県
酒
田
市
の
児
童
と

の
交
流
事
業
「
今
帰
仁
村
ふ
れ
あ

い
少
年
の
翼
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し
た
知

名
町
・
和
泊
町
と
北
山
文
化
や
歴

史
を
共
有
し
認
識
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
や

誇
り
を
高

め
る
た
め

に
児
童
生

徒
の
相
互

交
流
に
つ

い
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
31
）文
化
財
行
政
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
を
は

じ
め
と
し
た
村
内
文
化
財
の
調
査
・

保
存
・
活
用
及
び
修
復
を
推
進
し
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や

(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
の
常
設
展
示
や
企
画
展
示

と
い
っ
た
学
習
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村

今
泊
フ
ク
ギ
屋
敷
林
と
集
落
景
観
」

の
文
化
的
、
歴
史
的
価
値
を
村
内

外
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
村
の
更
な
る
発
展
と
誰
も
が

住
み
や
す
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
９
日

今
帰
仁
村
長 

喜
屋
武 

治
樹



は
じ
め
に

　
令
和
２
年
第
１
回
今
帰
仁
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私

の
所
信
の
一
端
を
表
明
し
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
８
月
に
今
帰

仁
村
長
に
就
任
以
来
、
常
に
「
今

帰
仁
村
」
と
い
う
地
名
を
村
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
精
力
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
」、「
古

宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

in
今
帰
仁
村
」、「
今
帰
仁
ま
つ
り
」、

「
い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
」
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
来
訪

者
も
多
く
、
今
後
の
観
光
振
興
に

も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
古
宇
利
大
橋
、

平
成
22
年
の
ワ
ル
ミ
大
橋
開
通

に
よ
り
海
洋
博
記
念
公
園
か
ら

古
宇
利
島
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
来
訪
者

も
格
段
に
増
え
、
橋
上
か
ら
見

る
海
の
景
観
は
県
内
屈
指
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
「
古
宇
利
島
観
光
拠
点
施

設
」
と
並
行
し
て
、
昨
年
12
月

に
は
琉
球
銀
行
・
村
商
工
会
・

村
観
光
協
会
と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
又
、

村
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
と
並
び
本
村
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

も
、
安
定
し
た
生
産
を
図
る
た
め

の
栽
培
施
設
導
入
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
策
、
農
業
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
活
用
し
た
地
元
農
産
物
の
奨
励

や
、
農
業
と
観
光
を
融
合
し
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
な
ど
広
い
範
囲
で
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
村
民
と
協
働
の
村
づ

く
り
を
念
頭
に
お
き
、「
と
び
だ
せ

村
長
室
」
や
「
む
ら
づ
く
り
出
前

講
座
」
と
い
っ
た
村
民
の
皆
様
の

声
を
直
に
聞
け
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
行
政

運
営
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

重
点
施
策

（
１
）新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
基
に
基
本

設
計
を
経
て
実
施
設
計
へ
と
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
庁

舎
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
村
に
と
っ
て
の
財
産
は
、
子
供

た
ち
で
す
。
村
の
優
秀
な
子
供
た

ち
が
経
済
的
理
由
で
学
び
の
機
会

を
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

奨
学
金
制
度
を
継
続
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と
す
る

「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
の
開
園
に
伴
い
、
家

庭
保
育
世
帯
を
含
め
た
多
様
な
保

育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更
な
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）人
材
育
成
に
つ
い
て

　「
人
材
を
以
っ
て
資
源
と
な
す
」

を
是
と
し
、
教
育
立
村
構
築
の
為
、

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
自
ら
の
生
き
方
、

在
り
方
を
充
実
さ
せ
る
取
組
を
展

開
し
な
が
ら
地
域
貢
献
・
社
会
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
山
高
校
魅
力
化
事
業
で
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し

た
公
営
塾
に
よ
り
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
向
上
す
る

な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
は
こ
れ
ま
で
、
さ

と
う
き
び
や
パ
イ
ン
の
生
産
に
加

え
、
施
設
園
芸
の
確
立
や
農
家
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
、
ス
イ
カ
、

輪
菊
、
小
菊
、
マ
ン
ゴ
ー
、
肉
用

牛
（
子
牛
）
な
ど
が
農
林
水
産
戦

略
品
目
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

産
業
面
だ
け
で
な
く
、
農
業
が
有

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

や
地
域
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
面

的
機
能
の
面
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
業
は
本
村
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
産
業

と
一
体
的
に
振
興
を
図
る
「
積
み

上
げ
方
式
」
で
の
自
立
、
発
展
を

目
指
し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
農
業
振

興
諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
６
）第
４
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
村
の
第
４
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
６
年
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
村
の
人
口
増
加
に
向

け
た
施
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
、
村
内
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
移

住
を
計
画
し
、
移
住
希
望
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
定
住
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）北
部
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
継
続
事
業

の
村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改

築
事
業
や
村
営
湧
川
第
２
団
地

新
築
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
本
部
半
島
・
伊

江
島
エ
リ
ア
観
光
促
進
事
業
（
古

宇
利
観
光
拠
点
施
設
整
備
）」
に

て
便
益
施
設
、
駐
車
場
整
備
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）児
童
生
徒
文
学
賞
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
に
「
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
・
文
章
力
を
育
む

機
会
」
を
目
的
に
「
第
１
回
な

き
じ
ん
児
童
生
徒
文
学
賞
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
で
想
像
力
あ
ふ
れ
る

内
容
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
の
想

像
力
・
文

章
力
を
高

め
る
た
め

に
本
事
業

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
非

核
宣
言
の
村
と
し
て
平
和
に
つ
い

て
学
習
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

村
政
運
営

（
１
）当
初
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
51
億
４
千
６
百
46

万
２
千
円
で
対
前
年
度
比
０
．４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
委
託
業

務
や
本
部
半
島
・
伊
江
島
エ
リ
ア

観
光
促
進
事
業
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
財
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
経
費
支
出
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
今
後

と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額
17

億
３
千
４
百
57
万
円
を
計
上
し
、

昨
年
度
よ
り
15
．６
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
庁
内

横
断
的
に
業
務
を
進
め
健
全
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
総
額

９
千
７
百
67
万
７
千
円
を
計
上
し

昨
年
度
よ
り
４
．５
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
医
療
を
安
定
的

に
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
水
道
事
業
会
計

の
総
額
は
、
５
億
２
千
４
百
92
万

１
千
円
で
、31
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
要
因
は
、
建
設
改

良
費
及
び
そ
の
他
資
本
的
支
出
の

減
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）財
政
に
つ
い
て

　
本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
の
確
保
は
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
三
税
等
は

増
収
傾
向
に
あ
り
、
特
に
課
税
開

始
予
定
の
物
件
や
償
却
資
産
の
増

に
よ
り
固
定
資
産
税
の
税
収
が
伸

び
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
公

正
か
つ
適
正
な
課
税
の
も
と
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の

促
進
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮

減
に
向
け
た
取
組
や
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
催
告
に
応
じ
な
い
納
税
義

務
者
に
対
し
て
は
、
県
税
事
務
所

等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

法
的
措
置
を
講
じ
、
確
実
な
回
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
税
金
の

果
た
す
役
割
と
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
村
民
か
ら
の
要

望
に
応
じ
た
出
前
講
座
や
、
児
童
・

生
徒
へ
の
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
村
の
重
要
な
財
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
電

子
感
謝
券
の
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
へ
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
た
事
業
一
覧
や
そ
の
活
用

状
況
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
発

信
、
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
帰

仁
フ
ァ
ン
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
今
帰
仁
村
に
貢
献
し

た
い
」、「
今
帰
仁
村
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
対
す
る
取
組

を
充
実
さ

せ
、
自
主

財
源
の
確

保
に
努
め

て
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
、
村
民
の
満
足
度
を

高
め
、
村
政
に
対
す
る
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
最

も
身
近
に
接
す
る
行
政
窓
口
で

は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
初
め
て
役
場
に
訪
れ
る
お
客
様

に
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
来
庁
者

の
立
場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
窓
口
だ
け
で
な
く
全
職
員
の

意
識
改
善
を
図
り
、
役
場
全
体
の

接
遇
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
本

部
町
及
び
本
部
町
今
帰
仁
村
清

掃
施
設
組
合
と
連
携
し
、
家
庭

か
ら
の
排
出
ご
み
の
抑
制
、
適

正
な
分
別
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
購
入
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ご
み
回
収
業
務

を
適
切
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
外
来
種
で
あ
る
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

の
生
息
地
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
引

き
続
き
駆
除
対
策
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
村

民
へ
の
啓
発
の
た
め
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
生
態
や
特
徴
、
危
険
性
等
に

つ
い
て
情
報
の
周
知
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
や

関
係
機
関
へ
の
財
源
措
置
を
重
ね

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

が
、
産
後
の
身
体
と
心
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
母

子
に
対
し
て
助
産
師
等
に
よ
る
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
に
、
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
が
行
え
る
よ
う
多
様
な
家
庭

の
形
態
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
胎
児
期
か
ら
就
学
前
の
子
育

て
時
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長
、
児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増
進
を

目
的
と
し
て
、
今
帰
仁
村
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
の
支
給
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
基
金
」
等
を
引
き
続
き
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧

困
や
児
童
虐
待
等
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
継
続
し
て
子
ど
も

応
援
支
援
員
を
配
置
し
、
対
象
児

童
や
対
象
世
帯
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
気

に
な
る
世
帯
へ
の
早
期
介
入
と
効

果
的
か
つ
適
切
な
支
援
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
母
子
父
子
等
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
お
け
る
育
児
に
係

る
様
々
な
困
り
感
や
相
談
に
対
し
、

村
母
子
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）地
域
に
お
け
る
福
祉
に
つ
い
て

　
村
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
で
支
え
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
母
子

等
の
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
体
制
が
密
に
連
携
し
た

地
域
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
独
居
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
住

民
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
体
制

づ
く
り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
「
要
援
護
者
避
難
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
等
の
避
難
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
、
令
和
２
年
１
月
末
現
在
32
．

４
％
と
年
々
上
昇
し
、
高
齢
者
を

と
り
巻
く
課
題
も
深
刻
か
つ
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
認
知
症
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
部
警
察
署
や

関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
、
認

知
症
等
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
期

を
迎
え
た
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
地
域

の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
、

積
極
的
に
社
会
参
加
の
で
き
る
希

望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
継
続
し
て
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
）障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

　
第
３
期
障
害
者
計
画
及
び
第
５

期
障
害
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害

児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
相
談
や
生
活
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
並
び
に
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
の

実
情
に
応

じ
た
見
直

し
を
行
い
、

支
援
体
制

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

（
９
）健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
帰
仁
村
健
康
長
寿
む
ら
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
、
村
民
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
で
生
き
が
い
を
も

ち
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
月
第
１
日
曜
日
の
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
に
は
、
村
民
参
加
型

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し

て
お
り
、
今
後
と
も
村
民
が
主
体

と
な
っ
て
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
10
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
対
策
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
肺
炎
予
防
に
係
る
迅
速
な
対

応
を
図
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
等
、
村
行
政
の
適
正
運
営

を
図
る
目
的
で
今
帰
仁
村
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
や
沖
縄
県
、

行
政
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
村
民
等
へ
の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
見
直
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
繰
上

充
用
金
が
発
生
す
る
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

し
て
国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
数
値
に
基
づ

い
た
保
健
指
導
の
実
施
、
早
期
発

見
で
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
な

ど
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
国
保

運
営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
運
営
主
体
の
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
村
内
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
12
）農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
「
災

害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設
の

導
入
推
進
事
業
」
の
継
続
採
択
に

向
け
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
、

安
定
的
に
消
費
者
や
市
場
へ
供
給

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
台
風
等
で
被
害
を
受

け
た
農
家
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
活

用
し
た
「
国
営
羽
地
大
川
土
地
改

良
区
勢
理
客
地
区
畑
地
か
ん
が
い

事
業 

農
業
用
用
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
天
底
第
２
地
区
、
湧
川
地
区
の

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
令
和
３
年
度
の
事
業
採
択
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
推
進
事
業
」
等
の
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
が
安
心

し
て
農
業
経
営
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
解
消
等
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
農
地
利
用

の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
降
雨
時
等

に
よ
る
農
地
か
ら
の
耕
土
流
出
防

止
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農

家
の
営
農
意
欲
減
退
な
ど
の
深
刻

な
影
響
を
及
ば
す
こ
と
か
ら
、
総

合
的
な
被
害
対
策
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
北
部
地
区
関
係
機
関
と
連
携
し

広
域
的
駆
除
を
行
い
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
低
農
薬
・
減
農
薬
に
向
け
た
取

組
や
病
害
虫
に
対
す
る
天
敵
を
用

い
た
「
生
物
的
防
除
」
を
継
続
し

て
進
め
、
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
減
農
薬
栽
培
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
13
）畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

　
村
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
連
携
の
も
と
、
和
牛
改

良
増
殖
に
必
要
な
事
業
を
推
進

し
、
更
な
る
和
牛
生
産
基
盤
の

確
立
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
畜
産
農
家
の
安
定
し
た
農

業
経
営
の
確
立
と
、
子
牛
の
高

値
安
定
で
の
取
引
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
優
良
繁
殖

雌
牛
を
導
入
す
る
際
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

肉
用
牛
優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
改

良
推
進
事
業
を
活
用
し
た
ゲ
ノ

ム
育
種
価
分
析
等
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

優
良
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
生
産
農
家
と
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
肉
用
牛
・
山
羊
の
畜
産
共

進
会
は
、
生
産
者
間
の
情
報
交
換

並
び
に
技
術
習
得
、
畜
産
経
営
に

お
け
る
飼
養
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
、
本
村
の
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
沖
縄
県
中
部
で
発
生

し
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
な
ど
の
伝
染

病
は
畜
産
経
営
に
壊
滅
的
な
状
況

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

と
行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
が

密
に
連
携

し
、
防
疫

体
制
の
構

築
を
図
り

伝
染
病
予

防
対
策
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
14
）林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
分
野
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

施
設
の
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
が
乙
羽
岳
森
林

公
園
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、
乙
羽
岳
森
林
公
園

施
設
の
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
15
）水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
よ
り
良
い
漁
場
形
成
を
図
る

た
め
、
回
遊
魚
の
習
性
を
利
用

し
効
率
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
層
型
浮
漁
礁
は
、
漁

場
探
索
時
間
・
操
業
時
間
の
大

幅
な
短
縮
と
、
漁
船
燃
油
の
消

費
節
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
本
村
で
も
地
先

海
域
に
整
備
、
敷
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
整
備
、
敷

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る

機
能
低
下
等
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
「
水

産
環
境
整
備
事
業
」
を
活
用
し

本
村
が
管
理
す
る
中
層
浮
漁
礁

の
更
新
に
係
る
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
者
の
就
労
環
境
改
善
を
図

る
た
め
、「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
浮
桟
橋
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
を
機
動
的
に

行
い
、
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

や
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
定
し

た
漁
獲
量
維
持
な
ど
を
図
る
た

め
、今
後
も
漁
業
組
合
と
連
携
し
、

引
き
続
き
ウ
ニ
放
流
事
業
、
禁
漁

区
域
設
定
及
び
漁
期
を
設
け
る
資

源
管
理
型
漁
業
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
16
）商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
に
進

み
、
観
光
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
特
に
外

国
人
に
関
し
て
は
、
本
部
港
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
運
用

開
始
予
定
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
に
は
更
な
る
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
新
た
な
観
光
需
要
が
期
待

さ
れ
る
な
か
、「
北
部
連
携
促
進

事
業
」
を
継
続
活
用
し
、
観
光

拠
点
施
設
整
備
を
着
実
に
進
め
、

観
光
客
数
増
加
、
飲
食
店
や
直

売
店
の
強
化
に
よ
る
経
済
効
果
・

雇
用
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
誘
客
及
び
宣
伝
の
強
化
を
図

る
た
め
、
観
光
力
基
盤
強
化
事

業
を
活
用
し
た
各
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
環
境
保
全
美
化
推
進

事
業
を
活
用
し
た
村
内
観
光
地

の
環
境
美
化
作
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
村
の
魅
力
あ
る
地
域

資
源
や
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
教
育
民
泊
事
業
者
の
受
入
れ

態
勢
を
整
え
誘
致
活
動
を
行
い
、

着
地
型
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

着
地
型
観
光
振
興
事
業
も
継
続
し

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
等
を
活
か
し
た
商
業

施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
村

商
工
会
や
村
観
光
協
会
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
共
有
に

努
め
、
商
工
業
並
び
に
第
３
次
今

帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画

に
基
づ
く
観
光
の
振
興
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
17
）建
設
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
も
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
産
業
の
振
興
、

村
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交

通
安
全
対
策
、
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
建
設
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
農
村
集

落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
西
地

区
、
村
道
与
那
嶺
線
改
良
事
業
、

村
道
古
宇
利
一
周
線
道
路
改
築

事
業
、
村
道
越
地
与
比
地
小
浜

原
線
改
良
事
業
、
村
営
湧
川
第

２
団
地
新
築
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
で

今
帰
仁
城
跡
周
辺
環
境
整
備
事

業
、
環
境
保
全
美
化
推
進
事
業
、

景
観
形
成
強
化
事
業
、
観
光
力

基
盤
強
化
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
18
）水
道
事
業
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
目
的
で
「
今
帰
仁
村
水

道
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。
今

後
も
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
配
水
管
等
の
更
新
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
、
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が
ら
見

直
し
を
行
い
、
維
持
管
理
経
費
な

ど
経
費
全
般
に
つ
い
て
も
検
証
を

行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
経
営
の

合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
19
）奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学

金
事
業
を
開
始
し
、
現
在
５
名
が

給
付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
２
年

度
も
新
た
に
３
名
に
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
等
へ
入
学
す
る
学

生
の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る

費
用
の
支
弁
が
困
難
な
方
へ
の
入

学
準
備
金
の
貸
付
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
20
）北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

　
本
村
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
と
人
格
形
成
を
め

ざ
し
、
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
を

充
実
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
北
山

学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
と
自

己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通

し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動

や
各
教
科
等
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
核
に
据
え
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
21
）豊
か
な
心
を
培
う
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳

教
育
や
特
別
活
動
を
充
実
さ
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活
動

等
を
通
し
た
心
の
教
育
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
22
）確
か
な
学
力
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力

を
培
い
、「
確
か
な
学
力
」
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、「
学
校
で

の
学
び
」
と
「
実
社
会
」
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
、
主
体

的
な
学
び
を
形
成
し
、「
夢
や
希

望
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
23
）た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育

む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

は
、生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
基
礎
を
培
う
観
点
に

立
ち
、
自
ら
積
極
的
に
運
動
に
親

し
む
意
欲
や
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
な
体
力

の
向
上
を
促
す
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

自
己
の
能
力
に
応
じ
て
、
よ
り
高

い
水
準
の
技
能
や
目
標
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
な
が
ら
学
校
と
連

携
し
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
24
）学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
食

育
の
推
進
に
つ
い
て

　「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
推
進
し
、村
内
小・中
学
校
で「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
と
教
育
を
つ
な
ぎ

本
村
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
と
し

て
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
25
）学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

　
特
色
あ
る
学
校
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
、
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
導
入
の
検
討
や
、
地
域
学
校
協

働
活
動
等
を
通
し
、
学
校
教
育
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
こ
れ
ま

で
同
様
、
支
援
員
を
配
置
し
積
極

的
な
支
援
と
個
に
応
じ
た
指
導
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
26
）幼
保
連
携
に
つ
い
て

　
本
村
の
乳
幼
児
期
の
「
育
ち
」

と
「
学
び
」
を
支
え
る
新
た
な
拠

点
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園 

み
ら

い
」
と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
」
が
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
開
園
し
ま
す
。

　
本
村
の
５
歳
児
保
育
の
定
員
増

や
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼

稚
園
児
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
、

保
育
標
準
時
間
を
超
え
た
延
長
保

育
の
実
施
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る

児
童
の
受
け
入
れ
等
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
村
内
の
民
間
保
育

園
等
へ
の
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」

や
「
保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
」
等
も
引
き
続
き
実
施
し
、
保

育
士
の
離
職
防
止
と
保
育
士
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
27
）家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
情
緒
を
安
定
さ
せ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
・

地
域
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
運
動
」

及
び
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

徒
歩
登
校
」
を
引
き
続
き
推
進
・

推
奨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
実
現
「
親
の
ま
な
び

あ
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
「
家

〜
な
れ
〜
」運
動
を
推
奨
し
、家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
28
）社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
や
村
総
合
運
動
公

園
な
ど
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座

等
を
開
催
し
、
社
会
教
育
の
振
興

と
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

や
読
み
聞
か
せ
、
わ
ん
ぱ
く
自
然

体
験
塾
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
は
、
特
に
親
子
連

れ
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

絵
本
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
図
書
館
便
り
の
発
行
や

講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
29
）社
会
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
村
体
育
協
会
及

び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
ナ
ス
ク
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
連
携
し
施
設
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
県
内
外
か
ら

の
誘
客
及
び
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
村
民
の
健
康
増
進
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
30
）青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
中
で
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
青
年
会
、
他
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
他
市
町

村
と
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
展

開
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
、
山
形
県
酒
田
市
の
児
童
と

の
交
流
事
業
「
今
帰
仁
村
ふ
れ
あ

い
少
年
の
翼
」
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
友
好
都
市
締
結
を
交
わ
し
た
知

名
町
・
和
泊
町
と
北
山
文
化
や
歴

史
を
共
有
し
認
識
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
愛
や

誇
り
を
高

め
る
た
め

に
児
童
生

徒
の
相
互

交
流
に
つ

い
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
31
）文
化
財
行
政
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
を
は

じ
め
と
し
た
村
内
文
化
財
の
調
査
・

保
存
・
活
用
及
び
修
復
を
推
進
し

67

や

(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
の
常
設
展
示
や
企
画
展
示

と
い
っ
た
学
習
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村

今
泊
フ
ク
ギ
屋
敷
林
と
集
落
景
観
」

の
文
化
的
、
歴
史
的
価
値
を
村
内

外
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
村
の
更
な
る
発
展
と
誰
も
が

住
み
や
す
い
む
ら
づ
く
り
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
９
日

今
帰
仁
村
長 

喜
屋
武 

治
樹
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治
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(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

一般会計当初予算の推移(過去５年間)
59億

57億

55億

53億

51億

49億
平成

28年度
平成

29年度
平成

30年度
平成
31年

（令和元年度）

令和
2年度

令和2年度
今帰仁村 一般会計

当初予算の概要
51億4646万２千円

（前年度 51億2538万1千円）

農林漁業セーフティネット資金の概要農林漁業セーフティネット資金の概要農林漁業セーフティネット資金の概要
～ 一時的な影響に対し、緊急的に対応するために必要な長期資金の借入れについて ～

貸付当初5年間実質無利子化

問い合わせ先：（株）日本政策金融公庫の各支店（本店フリーコール ☎0120 -154 -505）
                  沖縄振興開発金融公庫（☎098-941-1840）
                 最寄りの農協、信用農協連合会、各市町村、普及指導センターなど）

　自然災害や、社会的・経済的環境変化等により、農林漁業経営の維持安定が困難な農林漁業
者を対象に、一時的な影響に対し、緊急的に対応するために必要な長期資金を日本政策金融公
庫等が融資します。

１．貸入対象者

２．借入条件（実質無担保化）

３．取扱融資期間

４．利用方法

①認定農業者
（農業経営基盤強化促進法に規定する農業経営改善計画を作成して市町村長の認定を受けた方）
②主業農林漁業者

（農林漁業所得が総所得の過半（法人にあっては総売上高の過半）を占めるもの又は粗収入益が200万
円以上（法人にあっては1,000万円以上）であるもの）
③認定新規就農者

（農業経営基盤強化促進法に規定する青年等就農計画を作成して
市町村長の認定を受けた方）
④集落営農組織

（１）資金の使途
①災害

（台風、冷害、干ばつ、地震等の自然災害）により被害を受けた農林漁業経営の再建に必要な資金
②法令に基づく行政処分

（CSF、鳥インフルエンザ等による殺処分、移動制限等）により経済的損失を受けた農林漁業経営の維持
安定に必要な資金
③社会的・経済的環境の変化等

（新型コロナウィルス、農林水産物の不作等）により経営状況等が悪化している場合（※）に農林漁業者の
経営の維持安定に必要な資金

（※）売上の減少（前期比10％以上）、所得率が前期に比べ悪化、新型コロナウイルス感染症の影響、農林
水産物価格の低下又は資材等（原油、飼料等）の価格高騰、取引先の破綻による売掛金の回収不能など

（２）借入限度額
①簿記記帳を行っている場合：年間経営費の6/12又は

粗収益金の6/12に相当する額のいずれか低い額
②①以外の場合：600万円

（３）借入金利 ０.１０％（令和2年2月20日現在）
（４）償還期間 10年以内（うち措置期間３年以内）

(株)日本政策金融公庫（沖縄県にあっては、沖縄振興開発金融公庫）

借入希望者は、最寄りの窓口期間（公庫・農協・銀行等）に必要な書類を提出
※必要書類については、最寄りの窓口機関にお問い合わせください（災害による被害についての市町村
長の証明書等の添付が必要となります）。

借入限度額の引上げ
①年間経営費の12/12又は粗収益の12/12
②1,200万円

掲
　
示
　
板

一般会計 ……………… 51億4646万２千円
国民健康保険特別会計 …… 17億3457万円
後期高齢者医療特別会計……9767万７千円
水道事業会計 ………… ５億2492万１千円

国庫支出金（13.2%）
6億8193万8千円

県支出金（15.6%）
8億432万7千円

繰入金（5.3%）
2億7124万2千円

村債（4.2%）
2億1440万円

その他（11.1%）
5億7140万3千円 村税（12.4%）

6億3815万2千円

地方交付税（38.2%）
19億6500万円

議会費（1.4%）
7108万9千円

総務費（14.5%）
7億4521万円

民生費（34.9%）
17億9617万1千円

衛生費（7.7%）
3億9503万6千円

農林水産費（6.7%）
3億4296万円

商工費（4.9%）
2億5030万6千円

土木費（6.7%）
3億4766万9千円

消防費（3.6%）
1億8555万円

教育費（12.1%）
6億2555万6千円

公債費（7.4%）
3億8390万8千円

その他（0.1%）
300万7千円

議会運営等に必要な経費
村の全般的な管理等にかかる事務経費など
住民一人ひとりの一定水準の安定した生活
を保障するための経費
住民一人ひとりが健康で衛生的な生活が出
来るようにするための経費
農林水産業の振興などの経費
商工業の発展や観光事業のための経費
道路や公園、住宅などの整備の経費
消防活動にかかる経費
学校教育などにかかる経費
学校・公園等の公共施設の整備の資金として
借入したお金の元金・利息分を返済するもの
おもに予備費など

議会費
総務費

民生費

衛生費

農林水産費
商工費
土木費
消防費
教育費

公債費

その他

村民税、固定資産税、軽自動車税、法人税など
一定のサービスを確保するため人口や税
収に応じ国から交付されたもの
村が行う事業に対する国の補助金など
村が行う事業に対する県の補助金など
一般会計、他の特別会計及び基金、又は財
産区会計の間で相互に資金運用できるもの
村の借入金

※一般会計予算書は、村役場本庁舎２階 企画財政課で
閲覧できます。

村税

地方交付税

国庫支出金
県支出金

繰入金

村債

【歳出】 【歳入】

特 別 会 計 予 算 書 一 般 会 計 予 算 書

56
億
９
０
８
１
万
円

56
億
６
６
２
２
万
７
千
円

58
億
６
３
４
９
万
９
千
円

51
億
２
５
３
８
万
１
千
円

51
億
４
６
４
６
万
２
千
円
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掲
　
示
　
板
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国庫支出金（13.2%）
6億8193万8千円
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8億432万7千円
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９
０
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１
万
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６
６
２
２
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７
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億
６
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４
９
万
９
千
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３
８
万
１
千
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億
４
６
４
６
万
２
千
円
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　平成31年度（令和元年度）の軽自動車税、
固定資産税、村・県民税（普通徴収）の納め忘
れはございませんか？まだ納めていない方は、
納付通知書（納付書）を発行致しますので、村
役場 住民課までお越しいただくか、もしくは
下記【問い合わせ先】までご連絡ください。

　税金は、生活、福祉、教育など、皆様に身
近な住民サービスに使われる最も大切な財
源です。納期内納付のご協力をお願い致し
ます。

生
活
・
安
全

問い合わせ先：村役場 住民課 住民税係・固定資産税係・収納係 ☎0980 -56 -2102

問い合わせ先：本 部 警 察 署 交 通 課 ☎0980 -47-0110

運転経歴証明書の申請・交付等が
警察署でできるようになりました。

運転経歴証明書の申請・交付等が
警察署でできるようになりました。

　令和2年3月2日（月）から運転経歴証明書の申請受付・交付を各警察署交通課で
できるようになりました。

【受付時間】平日の午前9時30分から午後6時15分まで（土日、休日を除く）
【特典】本島内のバス・モノレールが半額、タクシー運賃１割引き等
※本部警察署管内で、平成30年以降に発生した交通死亡事故５件のうち、４件、高齢運転者が第1当

事者となっております。高齢運転者の皆さん、家族、友人及び知人等と相談の上、運転免許証の自
主返納、運転経歴証明書の取得について、検討をお願いします。

(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

村税の納め忘れは
ございませんか？

村税は納期限内に

納めましょう！
村税は納期限内に

納めましょう！

　口座振替を利用することで、納め忘
れの心配がなくなり、納付に出かける
手間が省けます。一度お手続きをする
と、その後は自動的に納付できる口座
振替がおすすめです。
※ 学 校 給 食 費 、 保 育 料 の 口 座 振

替 に つ い て は 、 村 教 育 委 員 会
（☎0980-56-2645）ま で ご 確 認
ください。

村税等の納付は便利な口座振替をご利用ください！
軽自動車税、固定資産税、村県民税（普通
徴収）
国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
介護保険料

沖縄県農業協同組合、琉球銀行、沖縄銀行
ゆうちょ銀行

預貯金通帳、通帳届出印、納税通知書（も
しくは納付書）をお持ちになり、口座振替を
する金融機関でお申し込みください。

口 座 振 替 が
できる村税等

金融機関

申込方法

●各税とも、１期目に納税通知書を１年分まとめ
て発送致しますので、大事に保管ください。ま
た、転居・転出される際は、転居先・転出先へ
忘れずに納税通知書をお持ちください。

●納税通知書を紛失した場合は再発行致しま
すので、各税担当へご連絡ください。

　４月は固定資産税第１期の納付月
となっております。納め忘れのないよう、納期
内納付の御協力をお願い致します

（口座振替の方：４月27日（月）振替日）

税  目 第１期 納期限 第２期 納期限 第３期 納期限 第４期 納期限

軽自動車税

固定資産税

村県民税
（普通徴収）

令和３年

令和３年

令和２年

令和２年

令和２年

令和２年

令和２年

令和２年

令和２年

令和2年度村税（軽自動車税、固定資産税、村県民税）納期一覧

６月１日

４月30日

６月30日

７月31日

８月31日

12月25日

11月２日

３月１日

２月１日

高齢運転者の
皆さんへ

問い合わせ先：村 役 場 水 道 課 ☎0980 -56 -2260

水質検査計画及び結果について水質検査計画及び結果について

　村では、年間を通じ安全な水を提供するために、水
道 法に基 づき定 期 的に水 質 検 査を行っています。村
では、水 道 法 第 2 0 条 第３項に準じ、水 質 検 査を一 般
財 団 法 人  沖 縄 県 環 境 科 学センターに業 務 委 託しま
した。

　村の指定給水装置工事事業者に2事業者
が追加になりましたので、お知らせします。

【追加】
（株）CSハウジング
　名護市大西1-1-1
　☎0980-53-7236
（株）クラシアン沖縄営業所
　那覇市国場1186-4
　☎0120-500-500
※村の指定業者一覧は、村役場 水道課も

しくは村ホームページでご確認ください。

問い合わせ先：村 役 場 総 務 課 固 定 資 産 税 係
☎0980 -56 -2102

令和2年度
　　固定資産にかかる縦覧制度について
令和2年度
　　固定資産にかかる縦覧制度について
　令和2年度の固定資産税の基礎となる固定
資産課税台帳に登録されている価格等の事項
について、土地価格等縦覧帳簿（所在、地番、
地 目 、地 積 、価 格 が 記 載されています。）家 屋
価 格 等 縦 覧 帳 簿（ 所 在 、家 屋 番 号 、種 類 、構
造 、床 面 積 、価 格 が 記 載されています。）によ
り、土地又は家屋の納税者の方に今帰仁村内
の土地や家屋の価格が下記のとおりご覧にな
れます。
　これは、令 和 2 年 度の賦 課 期日（ 令 和 2 年１
月１日）現 在に所 有している納 税 者 の 固 定 資
産について記 載したものです。この 際に土 地
の現況地目等、家屋の有無等をご確認くださ
るようお願いします。

【 期 間 】 令和２年４月１日（水）から
 令和２年４月30日(木)まで
 （土日祝日の閉庁日を除く）

【 時 間 】 午前８時30分から
 午後５時15分まで
 （午後12時から午後１時を除く）

【 場 所 】 村役場 住民課
【 該 当 者 】村 内に所 在する土 地・家 屋に対して課

する固定資産税の納税者（納税者以外
の方については納税者からの委任状が
必要です。）

指定給水装置工事事業者
追加のお知らせ

今帰仁村

水質基準値 カルシウム
マグネシウム等

（硬度）
塩化物イオン

300mg/L 以下 200mg/L 以下 5.8 以上
8.6 以下

pH 値

調査地点
（配水池）
①与保城配水池
②天底配水池
③湧川配水池

181
198
177

35
41
27

7.6
7.7
7.5

〈令和2年2月末の検査結果〉
分　類 水質試験地点（浄水）
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(2020年）令和2年4月1日（2020年）令和2年4月1日

福
祉
・
保
健

問い合わせ先： 健診全般 ➡ 村保健センター ☎0980 -56 -1234
 後期高齢者の受診券はこちら ➡ 村役場 福祉保健課 ☎0980 -56 -4189

住民健診・特定健診が始まります!!住民健診・特定健診が始まります!!
　生活習慣病は、知らず知らずのうちに発症します。年に１回は健診を受け、
自分自身の健康状態を把握しましょう！

※健診は午前中のみとなりますの
で実施会場をご確認ください。
お住まい の 地 区 以 外でも受 診
可能です。

●国保・社保（被扶養者）ともに、受診券
は必ずお持ちください。国保の受診券
は保険証と一体型です。

●4月から県内の病院で受けることができます。通院
中の方や集団健診の日に都合がつかない方は、どう
ぞご利用ください。

● 4 0 歳 未 満・生 活 保 護 対 象 者 の 方も村 内 医 療 機 関
（北山病院・今帰仁診療所）で受けられます。（受診
される場合は下記までお問い合わせください。）

● 受 診の際には、ご 希 望の医 療 機 関に電 話 予 約をお
願いします。

集 団 健 診 限 定

がん検診について  ～村民の方はどなたでも受けられます～
　集団健診のみ、肺がん、胃がん、大腸がん検診が受けられます。予約不要となっていますので直接会
場にお越しください。40歳未満の方は、下記とは別料金（全額自己負担）です。詳しくは村保健セン
ターにお問い合わせください。
※肺がん（胸部レントゲン検査）200円、胃がん（バリウム検査）500円、大腸がん（2日検便法）300円
※胃がん検診は、前日の夜9時以降は絶食、当日は絶飲食です（ガム、アメ、タバコもご遠慮ください）。

ただし脱水症状予防のため、水に限り当日朝6時まで少量（100ccまで）であれば摂取可能です。
※当日に血圧の高い方は、胃がん検診が受けられません。血圧の薬は朝6時までに少量の水で内服し

てください。

※新 型コロナウイルスの 状 況 により 、集 団 健 診 が
変 更となる場合は速やかにお 知らせ致します 。

医療機関で特定健診を受けられる方へ

★基本検査（特定健診）の自己負担料金は　　　　です！無料 がん 検 診 、希 望 検 査は有 料です 。

崎山・平敷

玉城・呉我山

謝名・越地

仲宗根・渡喜仁

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

6/30（火）

7/1（水）

7/2（木）

7/3（金）

9/27（日）

12/12（土）

12/13（日）

日 程 健診実施会場
（受付：9時～11時） 対象地区

5/7（木）

5/8（金）

5/11（月）

5/12（火）

6/3（水）

6/4（木）

6/5（金）

運天・上運天

古宇利

天底・勢理客

湧川

今泊

兼次・諸志

与那嶺・仲尾次

運 天構造
改善センター

古宇利農 村環 境
改善サブセンター

天 底公民館

湧川集落センター

地 域活動拠 点
活性化施 設（今 泊）

諸志公民館

仲尾 次 農 村 構造
改善センター

日 程 健診実施会場
(受付:9時～11時） 対象地区

令和２年度 集団健診日程  ＜他字の公民館でも受ける事が可能＞

未
受
診
者

全地区

運・上・古・天・勢・
湧・玉・呉・宗・渡
今・兼・諸・与・尾・
崎・平・謝・越

問い合わせ先：村役場 福祉保健課 ☎0980 -56 -4189　名護年金事務所 ☎0980 -52-2522

 　学生で収入がなく、国民年金保険料
を納められない人は、村役場の国民年
金担当窓口、または年金事務所に申請
し承認を受けると、承認された期間中の
保険料は支払いが猶予〈注〉されます。

●申請窓口
村役場 福祉保健課 国民年金窓口、または
最寄りの年金事務所で申請できます。

●手続きに必要なもの
①学生証(コピー可)または在学証明書
②印鑑(認印)
※退職して学生になられた方は、雇用保険

受給資格者証などが必要となります。

●申請は毎年度必要です
・学生特例納付制度は前年の所得を基準としてい

ます。所得情報が不明ですと書類が返戻される
場合がありますので、所得の有無にかかわらず申
告はきちんと行ってください。

・学生である間は、毎年申請が必
要となりますので、手続きを忘れ
ないようにお願いいたします。

★学生納付特例の令和２年度の申請は４月１日からです★
※ハガキ形式の申請書が手元に届いている場合は、ハガキに必要事項を記入の上、投函してください。

この場合①②の書類は不要です。また、村役場などの窓口での提出も不要となります。

〈注〉猶予とは…保険料の支払いが猶予された期間は、年金
の受給資格期間に参入されます。ただし、将来の年金額を計
算するときは、支払いが猶予された期間は年金額には反映さ
れません。受給する年金額を増やすには、支払いが猶予になっ
た期間の保険料を後から納める（追納する）必要があります。

国民年金保険料を納めるのが困難なときは　　　　　　　　　　　　をご利用ください！学生納付特例

※学生でない期間は、免除・納付
猶予制度をご利用ください。

　(令和２年度は７月から受付開始)
月額 16,540円令和２年度の保険料は

問い合わせ先：村保健センター ☎0980 -56 -1234

　4月から小学校1年生になるお子様（平成25
年4月2日から平成26年4月1日生まれ）の今帰
仁村こども医療費助成受給資格者証が、新受給
者証（オレンジ色）に切り替わります。切り替え
の対象者へ3月中旬に新受給資格者証を郵送し
ておりますので、令和2年4月1日以降は新受給
者証を使用してください。

　まだお手元に届いていない方につきましては、村
保健センターへお問い合せください。また新受給資
格者証の記載内容に変更がありましたら、村保健セ
ンター窓口で変更の手続きをお願い致します。助成
内容については、新受給資格者証の裏面と送付しま
した「今帰仁村こども医療費助成金受給資格者証切
り替えのお知らせ」をお読みください。

1. ※小・中学生の歯科治療（通院）は、窓口申請のみです（自動償還での申請は受け付けられません）。受診
の翌月以降（2年以内）に、受給資格者証・領収書・印鑑を持って、村保健センターで申請してください。

こども医療費助成受給者資格者証が　　　　　　になります切り替え

受給者証色
資格対象期間
助成対象医療

申請方法

ピンク色
０歳～小学校入学前

入院・通院
現物給付・自動償還・窓口申請

オレンジ色※新受給者証
小学生・中学生

入院・通院（歯科治療のみ）
自動償還・窓口申請

問い合わせ先：村保 健 センター ☎0980 -56 -1234

　臨床心理士による相談会を実施しています。
　秘密は守られますので、ひとりで悩まず、どん
なことでも安心してお気軽にご相談ください。

【 期 日 】５月14日(木)、7月16日(木)、9月17日(木)
 11月12日(木)、1月14日(木)、3月18日(木)

【 時 間 】午後２時～午後５時（予約制）
【 場 所 】村保健センター
【相談員】國井 昭男（臨床心理士）

学生のみなさん

小学校 1年生になるお子様の

令和２年度

　
令和２年度

　 の健康相談会こころ
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問い合わせ先： 健診全般 ➡ 村保健センター ☎0980 -56 -1234
 後期高齢者の受診券はこちら ➡ 村役場 福祉保健課 ☎0980 -56 -4189

住民健診・特定健診が始まります!!住民健診・特定健診が始まります!!
　生活習慣病は、知らず知らずのうちに発症します。年に１回は健診を受け、
自分自身の健康状態を把握しましょう！

※健診は午前中のみとなりますの
で実施会場をご確認ください。
お住まい の 地 区 以 外でも受 診
可能です。

●国保・社保（被扶養者）ともに、受診券
は必ずお持ちください。国保の受診券
は保険証と一体型です。

●4月から県内の病院で受けることができます。通院
中の方や集団健診の日に都合がつかない方は、どう
ぞご利用ください。

● 4 0 歳 未 満・生 活 保 護 対 象 者 の 方も村 内 医 療 機 関
（北山病院・今帰仁診療所）で受けられます。（受診
される場合は下記までお問い合わせください。）

● 受 診の際には、ご 希 望の医 療 機 関に電 話 予 約をお
願いします。

集 団 健 診 限 定

がん検診について  ～村民の方はどなたでも受けられます～
　集団健診のみ、肺がん、胃がん、大腸がん検診が受けられます。予約不要となっていますので直接会
場にお越しください。40歳未満の方は、下記とは別料金（全額自己負担）です。詳しくは村保健セン
ターにお問い合わせください。
※肺がん（胸部レントゲン検査）200円、胃がん（バリウム検査）500円、大腸がん（2日検便法）300円
※胃がん検診は、前日の夜9時以降は絶食、当日は絶飲食です（ガム、アメ、タバコもご遠慮ください）。

ただし脱水症状予防のため、水に限り当日朝6時まで少量（100ccまで）であれば摂取可能です。
※当日に血圧の高い方は、胃がん検診が受けられません。血圧の薬は朝6時までに少量の水で内服し

てください。

※新 型コロナウイルスの 状 況 により 、集 団 健 診 が
変 更となる場合は速やかにお 知らせ致します 。

医療機関で特定健診を受けられる方へ

★基本検査（特定健診）の自己負担料金は　　　　です！無料 がん 検 診 、希 望 検 査は有 料です 。
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問い合わせ先：村役場 福祉保健課 ☎0980 -56 -4189　名護年金事務所 ☎0980 -52-2522

 　学生で収入がなく、国民年金保険料
を納められない人は、村役場の国民年
金担当窓口、または年金事務所に申請
し承認を受けると、承認された期間中の
保険料は支払いが猶予〈注〉されます。

●申請窓口
村役場 福祉保健課 国民年金窓口、または
最寄りの年金事務所で申請できます。

●手続きに必要なもの
①学生証(コピー可)または在学証明書
②印鑑(認印)
※退職して学生になられた方は、雇用保険

受給資格者証などが必要となります。

●申請は毎年度必要です
・学生特例納付制度は前年の所得を基準としてい

ます。所得情報が不明ですと書類が返戻される
場合がありますので、所得の有無にかかわらず申
告はきちんと行ってください。

・学生である間は、毎年申請が必
要となりますので、手続きを忘れ
ないようにお願いいたします。

★学生納付特例の令和２年度の申請は４月１日からです★
※ハガキ形式の申請書が手元に届いている場合は、ハガキに必要事項を記入の上、投函してください。

この場合①②の書類は不要です。また、村役場などの窓口での提出も不要となります。

〈注〉猶予とは…保険料の支払いが猶予された期間は、年金
の受給資格期間に参入されます。ただし、将来の年金額を計
算するときは、支払いが猶予された期間は年金額には反映さ
れません。受給する年金額を増やすには、支払いが猶予になっ
た期間の保険料を後から納める（追納する）必要があります。

国民年金保険料を納めるのが困難なときは　　　　　　　　　　　　をご利用ください！学生納付特例

※学生でない期間は、免除・納付
猶予制度をご利用ください。

　(令和２年度は７月から受付開始)
月額 16,540円令和２年度の保険料は

問い合わせ先：村保健センター ☎0980 -56 -1234

　4月から小学校1年生になるお子様（平成25
年4月2日から平成26年4月1日生まれ）の今帰
仁村こども医療費助成受給資格者証が、新受給
者証（オレンジ色）に切り替わります。切り替え
の対象者へ3月中旬に新受給資格者証を郵送し
ておりますので、令和2年4月1日以降は新受給
者証を使用してください。

　まだお手元に届いていない方につきましては、村
保健センターへお問い合せください。また新受給資
格者証の記載内容に変更がありましたら、村保健セ
ンター窓口で変更の手続きをお願い致します。助成
内容については、新受給資格者証の裏面と送付しま
した「今帰仁村こども医療費助成金受給資格者証切
り替えのお知らせ」をお読みください。

1. ※小・中学生の歯科治療（通院）は、窓口申請のみです（自動償還での申請は受け付けられません）。受診
の翌月以降（2年以内）に、受給資格者証・領収書・印鑑を持って、村保健センターで申請してください。

こども医療費助成受給者資格者証が　　　　　　になります切り替え

受給者証色
資格対象期間
助成対象医療

申請方法

ピンク色
０歳～小学校入学前

入院・通院
現物給付・自動償還・窓口申請

オレンジ色※新受給者証
小学生・中学生

入院・通院（歯科治療のみ）
自動償還・窓口申請

問い合わせ先：村保 健 センター ☎0980 -56 -1234

　臨床心理士による相談会を実施しています。
　秘密は守られますので、ひとりで悩まず、どん
なことでも安心してお気軽にご相談ください。

【 期 日 】５月14日(木)、7月16日(木)、9月17日(木)
 11月12日(木)、1月14日(木)、3月18日(木)

【 時 間 】午後２時～午後５時（予約制）
【 場 所 】村保健センター
【相談員】國井 昭男（臨床心理士）

学生のみなさん

小学校 1年生になるお子様の

令和２年度

　
令和２年度

　 の健康相談会こころ
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毎週火曜日

毎週月曜日
○健康相談会（保健センター）・・・9：00～11：30

毎週水曜日
★ウエイト＆朝トレ・・・・・・・・・10：00～12：00
★ＺＵＭＢＡ・・・・・・・・・・・・・・・10：00～11：00
★のびのびアクア・・・・・・・・・・・15：00～16：00
★ナスクキッズ・・・・・・・・・・・・・17：30～18：30

毎週金曜日
★水中運動教室・・・・・・・・・・・・・15：00～16：00
★バドミントン教室・・・・・・・・・18：30～20：30

毎週木曜日
★体力アップステーション・・・10：00～11：30

○操体法教室（中央公民館）・・・10：00～11：30
★貯筋運動教室（クラブハウス）14:00～15:30
★ナスクキッズ（小学生向け水泳教室）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17：30～18：30

連絡先
★ナスクへのお問い合わせ
 ☎ 0980-56-5955
□社会福祉協議会へのお問い合わせ
 ☎ 0980-56-4742
保健センターへのお問い合わせ  
 ☎ 0980-56-1234○役場の事業  ★NPO法人ナスクの事業  □社協の事業  ・その他

※主催者側の都合により、変更する
場合がございます。おでかけ前
にはご確認ください。

4月／卯月（うづき）
2020

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

22
23

24

25
26
27
28
29
30

1
2
3
4
5

水
木

金

土
日
月
火
水
木

金
土
日
月
火

5月／皐月（さつき）
2020

昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

今
月
の
村
長
の
動
き

４
／
１…

令
和
２
年
度
村
職
員
辞
令
交

付
式

４
／
６…
村
民
生
委
員
委
嘱
状
交
付
式

４
／
15…

日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部

　
　
　
　
　
北
部
地
区
・
分
区
長
会
議

４
／
24…

沖
縄
振
興
拡
大
会
議

掲
　
示
　
板

（2020年）令和2年4月1日

毎月第１日曜日は健康の日！！
第137回村民パークゴルフ定例会結果

　パークゴルフは誰でもプレーを楽しむことが
できる簡単なスポーツです。多くの村民のご参
加をお待ちしています！！

（３月７日実施・5３名参加）

（今回は36ホール・パー132のストロークプレイ ハンディキャップ制）
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お申し込みは、大会前の金曜日午前中まで（期限厳守）
参加費：１人1,000円（プレイ代＋賞品代）

次回開催は4月5日（日）です。
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30
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ら
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を
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に
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り
、
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と
と
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り
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。
こ
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ら
も
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報
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を
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。

(2020年）令和2年4月1日15 14

〇辞令交付式　村コミュニティセンター
○入園式（認定こども園みらい、今帰仁保育所） 

○健康ウォーキング（村総合運動公園）集合 7：00
・定例パークゴルフ大会　・第53回 村野球大会

○1学期始業式（３小、中、高）
○入学式（北山高校）

〇入学式（３小、中）

○春の遠足（認定こども園みらい、今帰仁保育所）

○1歳半児、３歳児健診
○家畜セリ（牛）

○家庭訪問（天底小：～ 4/30)

○顔合わせ週間（兼次小：～ 4/24）

○家庭訪問（今帰仁小：～ 5/1)
□村社協「こいのぼり掲揚式」
・村商工会女性部 第 13 回こいのぼりまつり（～5/6）（予定）

・第 38 回今帰仁村ソフトボール大会（予定）

○固定資産税１期 納期限

○兼次小 遠足

○健康ウォーキング（勢理客公民館）集合 7：00
・定例パークゴルフ大会

問い合わせ先： 古宇利島マジックアワー RUN 大会実行委員会
 今帰仁事務局（村役場 経済課内）☎0980 -56 -2256
 那覇事務局（沖縄タイムス社営業局内）☎098 -860 -3573

「 第10 回  古宇 利 島マジックアワー RU N  i n  今 帰 仁村 」

大 会の中止について
　令和2年4月18日（土）に開催を予定し準備を進めてまいりました「第10回 古宇利島マジックアワー
RUN in 今帰仁村」は新型コロナウイルスによる感染拡大の現状を受け、苦渋の決断ではありますが
大会の開催を中止致します。
　開催を楽しみにしていたランナーの皆様には誠に残念なご報告となりますが、健康と安
全確保、そして新型コロナウイルス感染拡大を抑制するための中止決定となります。何卒ご
理解いただきますよう、よろしくお願い致します。今後ともよりよい大会となりますよう努力
してまいりますので、引き続き大会を応援して頂ければ幸いです。
※今後の対応につきましては、大会ホームページにて随時お知らせ致します。

募集期間：令和2年3月2日(月)～5月15日（金）
応募資格：中学生以上
お問い合わせ：NPO法人ツール・ド・おきなわ協会
☎0980-54-3174／FAX：0980-54-3169
大会ホームページ：http://www.tour-de-okinawa.jp
※応募要項、申込書は大会ホームページをご確認

ください。

大会ポスター募集中！

第32回

「ツール・ド・おきなわ2020」

賞金10万円
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大会ポスター
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問い合わせ先： 親善チャリティーゴルフ大会
 実行委員会事務局（村役場 総務課 総務係）
 ☎0980-56-2101

第54回 今帰仁村
親善チャリティーゴルフ大会の

中止について
　令和2年4月30日（木）・5月１日（金）に開催を予
定し準備を進めてまいりました「第54回 今帰仁村
親善チャリティーゴルフ大会」は新型コロナウイル
スによる感染拡大の現状を受け、苦渋の決断では
ありますが大会の開催を中止致します。
　開催を楽しみにしていた皆様には誠に
残念なご報告となりますが、何卒ご理解い
ただきますよう、よろしくお願い致します。
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毎週火曜日

毎週月曜日
○健康相談会（保健センター）・・・9：00～11：30

毎週水曜日
★ウエイト＆朝トレ・・・・・・・・・10：00～12：00
★ＺＵＭＢＡ・・・・・・・・・・・・・・・10：00～11：00
★のびのびアクア・・・・・・・・・・・15：00～16：00
★ナスクキッズ・・・・・・・・・・・・・17：30～18：30

毎週金曜日
★水中運動教室・・・・・・・・・・・・・15：00～16：00
★バドミントン教室・・・・・・・・・18：30～20：30

毎週木曜日
★体力アップステーション・・・10：00～11：30

○操体法教室（中央公民館）・・・10：00～11：30
★貯筋運動教室（クラブハウス）14:00～15:30
★ナスクキッズ（小学生向け水泳教室）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17：30～18：30

連絡先
★ナスクへのお問い合わせ
 ☎ 0980-56-5955
□社会福祉協議会へのお問い合わせ
 ☎ 0980-56-4742
保健センターへのお問い合わせ  
 ☎ 0980-56-1234○役場の事業  ★NPO法人ナスクの事業  □社協の事業  ・その他

※主催者側の都合により、変更する
場合がございます。おでかけ前
にはご確認ください。
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（2020年）令和2年4月1日

毎月第１日曜日は健康の日！！
第137回村民パークゴルフ定例会結果

　パークゴルフは誰でもプレーを楽しむことが
できる簡単なスポーツです。多くの村民のご参
加をお待ちしています！！

（３月７日実施・5３名参加）

（今回は36ホール・パー132のストロークプレイ ハンディキャップ制）

仲 村 渠  博
木 村  清 治
金 城  幸 一

天底
謝名
兼次

119
122
127

－13
－10
－５

優 勝
2 位
3 位

お申し込みは、大会前の金曜日午前中まで（期限厳守）
参加費：１人1,000円（プレイ代＋賞品代）

次回開催は4月5日（日）です。
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〇辞令交付式　村コミュニティセンター
○入園式（認定こども園みらい、今帰仁保育所） 

○健康ウォーキング（村総合運動公園）集合 7：00
・定例パークゴルフ大会　・第53回 村野球大会

○1学期始業式（３小、中、高）
○入学式（北山高校）

〇入学式（３小、中）

○春の遠足（認定こども園みらい、今帰仁保育所）

○1歳半児、３歳児健診
○家畜セリ（牛）

○家庭訪問（天底小：～ 4/30)

○顔合わせ週間（兼次小：～ 4/24）

○家庭訪問（今帰仁小：～ 5/1)
□村社協「こいのぼり掲揚式」
・村商工会女性部 第 13 回こいのぼりまつり（～5/6）（予定）

・第 38 回今帰仁村ソフトボール大会（予定）

○固定資産税１期 納期限

○兼次小 遠足

○健康ウォーキング（勢理客公民館）集合 7：00
・定例パークゴルフ大会

問い合わせ先： 古宇利島マジックアワー RUN 大会実行委員会
 今帰仁事務局（村役場 経済課内）☎0980 -56 -2256
 那覇事務局（沖縄タイムス社営業局内）☎098 -860 -3573

「 第10 回  古宇 利 島マジックアワー RU N  i n  今 帰 仁村 」

大 会の中止について
　令和2年4月18日（土）に開催を予定し準備を進めてまいりました「第10回 古宇利島マジックアワー
RUN in 今帰仁村」は新型コロナウイルスによる感染拡大の現状を受け、苦渋の決断ではありますが
大会の開催を中止致します。
　開催を楽しみにしていたランナーの皆様には誠に残念なご報告となりますが、健康と安
全確保、そして新型コロナウイルス感染拡大を抑制するための中止決定となります。何卒ご
理解いただきますよう、よろしくお願い致します。今後ともよりよい大会となりますよう努力
してまいりますので、引き続き大会を応援して頂ければ幸いです。
※今後の対応につきましては、大会ホームページにて随時お知らせ致します。

募集期間：令和2年3月2日(月)～5月15日（金）
応募資格：中学生以上
お問い合わせ：NPO法人ツール・ド・おきなわ協会
☎0980-54-3174／FAX：0980-54-3169
大会ホームページ：http://www.tour-de-okinawa.jp
※応募要項、申込書は大会ホームページをご確認

ください。

大会ポスター募集中！
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「ツール・ド・おきなわ2020」

賞金10万円

　
４
歳
で
図
書
館
の
本
を
読
破
し
た
天
才
少
女
マ
チ
ル
ダ
！
と
こ
ろ

が
両
親
に
は
認
め
て
も
ら
え
ず
、
じ
ゃ
ま
も
の
扱
い
、
学
校
に
上
が
る

と
凶
暴
な
女
校
長
が
い
て
生
徒
た
ち
を
痛
め
つ
け
て
い
る
。横
暴
で
悪

ど
い
大
人
達
に
頭
脳
で
立
ち
向
か
う
痛
快
な
仕
返
し
大
作
戦
！
現
実

ば
な
れ
し
た
物
語
で
い
て
現
実
味
が
あ
る
物
語
で
す
。

　
マ
チ
ル
ダ
の
ス
テ
キ
な
人
柄
と
、
賢
く
た
く

ま
し
い
姿
に
大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
読
め
る
本

で
す
。絵
も
装
丁
も
か
わ
い
ら
し
く
て
い
い
で

す
よ
！
　
　
　（
天
底
小
学
校
司
書 

與
那
嶺
）村立図書館 ☎０９８０-５６-３８９８

図書館では読みたい本の
リクエストも承っています。
リクエストのある方は、
直接図書館までご相談ください。

『
マ
チ
ル
ダ
は
小
さ
な
大
天
才
』

学
校
司
書
だ
よ
り
○29

作
：
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
　
　
出
版
社
：
評
論
社

　
主
婦
の
方
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。

読
ん
で
み
た
ら
「
う
ん
う
ん
」
と
う
な
ず
く
こ
と
ば

か
り
。家
事
は「
料
理
」「
掃
除
」「
洗
濯
」な
ん
て
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
収
ま
ら
な
い
も
の
だ
っ
て
あ
る
の
で

す
。一つ一つ
は
小
さ
く
て
も
、
そ
れ
が
毎
日
積
み
重

な
っ
て
く
る
と
エ
ン
ド
レ
ス
で
す
。例
え
ば
「
タ
ッ

パ
ー
の
ふ
た
と
容
器
を
正
し
く
組
み
合
わ
せ
る
家

事
」
な
ん
て
、
重
要
で
は
な
い
け
ど
毎
日
あ
っ
て
地

味
に
め
ん
ど
く
さ
か
っ
た
り
。そ
ん
な
こ
と
を
毎
日

こ
な
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
る

主
婦
の
仕
事
を
応
援
し
て

く
れ
る
本
で
す
。

（
今
帰
仁
村
利
図
書 

新
垣
）

『
や
っ
て
も
や
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
名
も
な
き
家
事
に

名
前
を
つ
け
た
ら
そ
の
多
さ
に
驚
い
た
。』

梅
田
悟
司
著

図
書
だ
よ
り

大会ポスター
（2019年）

問い合わせ先： 親善チャリティーゴルフ大会
 実行委員会事務局（村役場 総務課 総務係）
 ☎0980-56-2101

第54回 今帰仁村
親善チャリティーゴルフ大会の

中止について
　令和2年4月30日（木）・5月１日（金）に開催を予
定し準備を進めてまいりました「第54回 今帰仁村
親善チャリティーゴルフ大会」は新型コロナウイル
スによる感染拡大の現状を受け、苦渋の決断では
ありますが大会の開催を中止致します。
　開催を楽しみにしていた皆様には誠に
残念なご報告となりますが、何卒ご理解い
ただきますよう、よろしくお願い致します。



P2… 施政方針
P8… 令和2年度　一般会計当初予算

２つの手作りマップが受賞！２つの手作りマップが受賞！
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村
役
場
に
お
い
て
、「
適
正
飲
酒
推
進
優

良
事
業
者
認
定
証
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
今

帰
仁
自
動
車
学
校
（
玉
城
文
雄
代
表
）
に
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
警
察
署
管

内
で
は
、
初
め
て
の
認
定
で
す
。

　
本
事
業
は
、
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
の
一
環
と

し
て
、
適
正
飲
酒
事
業
を
自
主
的
・
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
優

良
事
業
者
認
定
証
を
交
付
し
、
飲
酒
に
絡
む

事
件
・
事
故
の
な
い
地
域
社
会
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
自
動
車
学
校
は
、
毎
朝
の
職
員
の
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る

生
徒
へ
の
啓
発
が
評
価
さ
れ
交
付
。
玉
城
代

表
は
「
積
極
的
に
適
正
飲
酒
推
進
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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適
正
飲
酒
推
進

優
良
事
業
者
認
定
証
交
付
式

【写真】山内 浩署長（左端）と喜屋武 治樹
村長（左から２番目）から認定証を交付され

る玉城 文雄代表（左から３番目）

　
１
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
、
第

59
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
展
（
県
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
）
が
恩
納
村
博

物
館
に
て
行
わ
れ
、
絵
画
に
工
作
、
写
真
、

書
道
な
ど
６
部
門
で
２
５
５
点
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
作
品
の
う
ち
４

点
は
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
方
々
の

受
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
、
２
月
19
日
に
は

村
長
を
訪
問
し
、
報
告
し
ま
し
た
。　

受
賞
し
た
具
志
堅 

信
夫
さ
ん
は
「
楽

し
み
な
が
ら
作
っ
た
作
品
が
賞
を
受
け
、

と
て
も
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く

頑
張
り
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
報
告
を

受
け
た
喜
屋
武
村
長
は
「
今
回
は
４
点

も
の
受
賞
が
あ
り
驚
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
制
作

し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

2/19

県
身
体
障
害
者
福
祉
展
で
４
作
品
が
受
賞
！

【写真①】
工作部門金賞「かんから三線立て」の具

志堅 信夫さん（左から３人目）審査員賞

「木の時計」の仲宗根 宗彦さん（左から４
人目）、陶芸部門銅賞「シーサー」の比嘉 

清光さん（左から2人目）
【写真②】
絵画部門金賞「ベルパライソ風景」の伊

佐 眞昭さん（左から３人目）

　
日
本
損
害
保
険
協
会
が
主
催
す
る
「
第
16
回 

小
学

生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
、
北
山
学
童
に
通
う
児
童
の
応
募
し
た
２
作
品

が
、
両
方
と
も
入
選
を
果
た
し
、
村
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
２
千

５
４
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
１
０
０
作
品
が

入
選
。
北
山
学
童
児
童
の
手
作
り
作
品
「
ぼ
く
・
わ

た
し
た
ち
が
作
る
マ
ッ
プ
（
今
泊
地
区
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
・
防
犯
マ
ッ
プ
）」「
わ
た
し
た
ち
が
作

る
安
心
マ
ッ
プ
（
仲
宗
根
地
区
を
対
象
と
し
た
地
震
・

津
波
防
災
マ
ッ
プ
）」
の
２
点
の
両
方
が
佳
作
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
我
那
覇 

煌
さ
ん
（
今
小
６

年
）
は
「
歩
き
な
が
ら
調
査
し
て
マ
ッ
プ
を
作
る
の

は
大
変
だ
っ
た
。
み
ん
な
で
作
っ
た
作
品
が
賞
を
も

ら
え
て
嬉
し

い
で
す
」
と

笑
顔
で
報
告

し
ま
し
た
。

　
授
賞
し
た

２
つ
の
マ
ッ

プ
は
村
役
場 

総
務
課
の
窓

口
に
、
し
ば

ら
く
の
間
掲

示
し
て
い
ま

す
。
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ぼ
う
さ
い
探
検
隊

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
作
品
が
入
選

【写真①】

【写真②】

【写真】2作品の入選を笑顔で報告する北山

学童の児童と報告を受ける喜屋武 治樹村長
（左端）

ふ
み
お

ひろし

はるき

はるき

のぶお

きよみつ

しんしょう

むねひこ

ふみお

の
ぶ
お

き
ら

障害者福祉展で
４作品が受賞！

障害者福祉展で
４作品が受賞！

2月末現在 村の人口　 男 4,770人（－4）  女 4,574人（－1）　計 9,344人（－5）  世帯数 4,372（－2）

本部署管内で初の認定交付！本部署管内で初の認定交付！


